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御社の設立経緯やこれまでの歩みをお聞かせくだ

さい。

　当社の主事業は GIS（地理情報システム）の

企画・開発・コンサルティング業務、自治体や

民間企業向けのソフトウエア開発、IT インフ

ラ構築・保守サービスなどが主な事業です。

　また、今は小渡常務を中心に「新規事業企画

部」という部署を立ち上げ IT 関連業務とは違

う分野の事業にも積極的にチャレンジしていま

す。（小渡社長談）

どのような経緯で、ご子息（小渡常務）が経営

に参画されることになったのですか。

　息子（小渡普治常務）が金融大手のメリルリ

ンチ証券を退職し、シンガポールの大学でMBA

を取得後、2017 年 3月に沖縄に戻ってきてく

れました。私自身、会社の経営者として事業承

継をしたくなるような“魅力的な会社を創って

いこう”との目標で今までやってきましたので、

今後の小渡常務の活躍には大いに期待していま

す。

　現在、中小企業は後継者不足ということが大

きな問題となっています。M&Aや廃業なども

選択肢としてあり、県内でも何十社と IT 関係

会社の倒産・廃業を見てきましたが、当社はこ

のような形で事業承継ができることを大変うれ

しく思っています。（小渡社長談）
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株式会社 okicom は 1980 年 1 月に小渡玠氏によって設立され、来年 1 月で創立 40 周年を迎えます。
IT 関連コンサルティング、保守サポート事業を主事業として事業展開をしています。また、新たに小
渡晋治常務を中心として新規事業企画部を立ち上げ、現在の業務の枠にとらわれない新たな事業展開
を進めています。新たな新規事業企画部のお話を中心に、今後の事業の展望を小渡社長、小渡常務に
お聞きした。　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　インタビューとレポート　　新垣　貴史

左側から　小渡 玠 社長、小渡 晋治 常務
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小渡常務ご自身は、もともと会社を継承するつ

もりだったのでしょうか。

　私自身は金融機関を退職し、MBA 取得の大

学留学を経て、その後はアジアのどこかの都市

か、東京で働こうかなと考えていました。また

兄弟 3人おりましたので、私自身も会社を継

ぐつもりはなく、父（社長）からプレッシャー

なども全く感じていませんでした。ある日突然、

事業承継の話を聞いたときは大変驚きました。

その点は父（社長）の事業承継のやり方がうま

いなと感じました。もし仮に学生の頃から、そ

ういったプレッシャーを感じていたら反発する

こともあったかもしれません。

（小渡常務談）

小渡常務を中心とした新規事業企画部を立ちあ

げた経緯をお聞かせください。

　私自身（小渡常務）のバックグランドが金融

業なので建設業関連の IT や GIS（地理情報シス

テム）などの当社が強みとしている分野の専門

知識はありませんが、現代社会で IT は社会の

インフラのような存在となっていますので、業

種を問わず県内の様々な会社へ業務改善提案な

どのアプローチがきるなと感じていました。そ

こで今まで当社が取組みを行ってこなかった水

産業であったり農業であったり伝統工芸分野に

従事する方々に声を掛けさせて頂きました。提

案することで、具体的にプロジェクトが進んで

いる案件も多数あり、手ごたえを感じています。

（小渡常務談）

具体的にどのようなプロジェクトが進んでいる

のですか。

　水産業への取組みでは「県産もずく」を生産

している、知念漁業組合さんと試験研究という

位置づけで、ドローンを活用して「もずく」の

生育状況や定点観測を行っています。もずくの

生産量は気象条件によっても大きく増減するた

め水産業従事者にとっても収入が不安定になる

ことが大きな問題です。これを解決するため、

どうしたら安定的に生産ができるかということ

を AI（人工知能）であったりドローンを活用

した画像認識技術などの力でお手伝いできれば

と考えています。また、将来的には知念漁業組

合さんと協力して「もずく収穫体験ツアー」な

どの観光ツアーなども計画していけたらいいな

とも考えています。県産もずくは健康食品とし

て国内外問わず人気が高く、需要はあると考え

ています。

　また、伝統工芸の分野では各紅型工房の方々

上空から見たもずくの養殖現場

ドローンを活用したもずく生育調査 ドローンを活用することで山間部の調査も可能に

ドローンを活用したタンカン生育状況調査
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と協力し一般社団法人「琉球びんがた普及伝承

コンソーシアム」を設立しいろいろな活動を進

めています。（小渡常務談）

同コンソーシアムでは具体的にどのような支援

事業をなさっていますか。

　今までの伝統工芸などに対する支援という

と、販路を開拓、海外展開支援、財務改善支援

などを想像されると思いますが、私たちが提案

するのは、そういったものではなく、職人さん

には今まで通り「良いものづくり」を進めて頂

いて、伝統のデザインや柄などの著作権などを

IT 技術を活用して管理、情報発信する仕組みを

提供しています。実際に各工房が著作権や意匠

などを厳格に管理しようと思うとコスト面が膨

大にかかるうえ、事務管理等が煩雑になります。

そういったこともあって、国際通りで売られて

いるような価格が安く中国で生産されている紅

型風の生地や小物などを厳格に取り締まろうと

は考えていません。それよりは、コンソーシア

ムを作りブランディングをしっかりすることで

“本物”はこれだ、ということを発信すること

が大事だと考えています。今はインターネット

などを利用してデザインなどを模倣することは

簡単にできると思いますが、目にした方々が「こ

のデザインは誰の作品なのだろう」と調べたと

きに、「本物は、この人のデザインだ」とすぐ

に分かる仕組みが出来上がっています。

　また同組織の目的として、職人さんと企業が

直接何かをコラボレーションを行う際は、スケ

ジュール感や、要望などの意思疎通がうまくい

かないということがよくあります。そういった

場合に間にコンソーシアムが入ることで潤滑油

的な役割を果たし、スムーズにプロジェクトを

進めることが出来るように、プロデュース機能

を果たしていきたいと考えています。

　また琉球王朝時代から四百年近く歴史と伝統

のある工房だと、なかなか新しい取り組みを打

ち出しにくい側面があります。それをコンソー

シアムを通してプロジェクト化して進めること

で、よりチャレンジに取り組み易い機会を創出

していると思います。（小渡常務談）

同コンソーシアムでの御社ならではの取組みな

どありますか

　紅型として貴重な作品で、生地の実物しか現

存しないような作品は、デジタルで取り込んで

アーカイブなどで残すことで、これからの文化

継承に繋げていくといった面もあると思いま

す。将来的には、このような紅型デザインのアー

「琉球びんがた普及伝承コンソーシアム」設立記者会見

歴史ある沖縄の伝統工芸「琉球びんがた」 年に 1 度行われている「歩け歩け大会」

「琉球びんがた普及伝承コンソーシアム」社員総会
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カイブが完成すると、呉服を含む多様な商品の

制作が、システムを通じてよりスムーズに行わ

れることができるかもしれません。

　また面白い取組みとしては、人脈を活用する

という意味でも、外部の方の力も大事だと考え

ており同コンソーシアムの監査役にはテレビな

どでも活躍されている、慶應義塾大学の岸博幸

先生に就任頂いています。その様な、県外・海

外のネットワークも活用しつつビジネスチャン

スを探っていくことを進めています。

（小渡常務談）

なぜ紅型や泡盛など伝統文化に注目して新事業

を展開されたのですか。

　実際、紅型や伝統文化に関する事業に関わる

機会を持ってみて、沖縄県民でも紅型の成り立

ちを知らなかったり、泡盛って何故「あわもり」

という名称でよばれているのか知らない人も多

いと思うのです。

　琉球王国は中国という大国と日本の間に挟ま

れていましたが何百年にわたって独立国として

国家を維持してきました。これは冊封使であっ

たり海外からの視察団が紅型であったり泡盛な

どの伝統文化に触れたときに、琉球を文化レベ

ルの高い国であったことを証明し野蛮な国では

ないことを示していたと思います。こういった

何百年という歴史ある沖縄のソフトパワーを有

効活用していきたいと考えました。（小渡社長談）

伝統文化関連事業で今、取り組まれているプロ

ジェクトを教えてください。

　当社が提案して以前から、那覇空港ターミナル

ビルディングの国内線ウェルカムホールにクリス

マスツリーを施工設置しているのですが、今年は

新たに沖縄の伝統工芸を活用した取り組みを計画

しています。残念ながら詳細はまだ申し上げられ

ないのですが、新たなチャレンジを試みているの

で是非、ご期待頂ければと思います。

　また紅型に関することですが、11 月 16 日を

「紅型の日」に制定しようと紅型組合と協力し

てプロジェクトを進めてきました。それが先日、

無事に承認を頂くことができました。

　なぜ、11月16日かというと「いいいろ」の語

呂合わせからとっています。この「紅型の日」の
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様々な価値観があるので一概には言えないです
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促進に努めています。 現在イメージングセ

クションでは、地元沖縄の鉄鋼会社と協力

し、専門知識と材料工学機器を利用して、

多種多様な金属を分析しています。

　また天然素材の評価を目的とした、合成

繊維を生産する日本企業とのプロジェクト

にも取り組んでいます。

割を果たしています。

　「沖縄は地理的に多くのアジア諸国に近

い島です。私の夢はOIST、ひいては沖縄

を、アジア・オセアニアの学術界の科学拠

点にすることです」とホンベル博士は語り

ます。

研修

　イメージングセクションでは積極的にワー

クショップやトレーニングを開催し、ス

タッフが持つ専門知識を共有しています。

　イメージングセクションでは、ABiS主催

の「光学顕微鏡トレーニング研修会」な

ど、顕微鏡法に関するコースを毎年開催し

ています。ABiSは、文部科学省および日本

学術振興会が助成する科学研究費助成事業

（科研費）で採択された研究課題を支援す

る先端バイオイメージング支援プラット

フォームです。ABiSは2018年、国際的な

顕微鏡法ネットワークであるGlobal BioIm-

agingの正式メンバーとなりました。

　順天堂大学と共催した「徳安法（凍結超

薄切片法）・蛍光免疫染色コース」には、

本分野の著名な国際的な専門家らが講演者

およびインストラクターとして参加し、

OIST内部だけでなく、外部からも多数の参

加者がありました。

　日本医療研究開発機構（AMED）によっ

て資金提供され たBINDSの一環として「ク

ライオ電子顕微鏡コース」も行なっていま

す。複数の日本の大学や研究機関のBINDS

メンバーと共同で行った「クライオ電子顕

微鏡コース」。 経験豊富な研究者が、この

ノーベル賞を受賞した最新技術の概要を説

明し、デモンストレーションや実地体験を

共有しています。好奇心旺盛な若い科学者

が、OISTのクライオ電子顕微鏡を使用し

て、サンプルの準備、イメージング、デー

タ分析の世界を探索する機会を提供しまし

た。このプログラムはすでに4つの共同研究

プロジェクトに参加する機会も生み出して

おり、2021年3月まで継続し、外部研究者

を支援していきます。

　イメージングセクションでは、クライオ電

子顕微鏡を用いた生体分子構造解析などの

試料調製に必要な機器も取り揃えていま

す。

　こうした豊富なイメージング機器以上に

貴重なのが、スタッフの技術です。イメー

ジングセクションに所属するスタッフは、

全員が経験のある科学者であり、多様な分

野の経歴と専門性を持ち合わせています。

こうしたスタッフの経験や知識により、す

べての科学分野にサービスを提供しうる体

制を整えています。

　イメージングセクションは、研究機器の保

守やユーザー・トレーニングだけでなく、

実験のデザインから高度な実験の実施、プ

ロジェクト計画立案、さらには競争的資金

の申請支援まで、科学プロジェクトに関す

る様々な支援を行っています。

進行中の共同研究

　OISTイメージングセクションが所持する

リソースは沖縄県内及び国内外の研究者た

ちが利用することができます。県内では、

琉球大学の三学部との連携が開始されまし

た。イメージングセクションはまた、OIST

プロボストのメアリー・コリンズ博士が率い

る新たな共同研究プログラムであるJumps 

Research Collaboration Program(JUMPS)

の後援で、東京大学でのプロジェクトに参

加しています。

　またホンベル博士は、学術界における

OISTの認知度を上げるため、アウトリーチ

活動も積極的に行っており、電子顕微鏡の

生物応用の分野で、海外の研究機関との国

際共同研究ネットワークの構築に重要な役

リソースについて

　OISTのイメージング施設では、数々の最

先端の機器を揃えており、ほとんどの光学顕

微鏡法および電子顕微鏡法のアプリケーショ

ンに対応することができます。

　光学顕微鏡検査に関しては特に、PALMや

STED、STORMなど既存の技術を使用した、

試料の蛍光光学分解能以下の撮像に適した顕

微鏡システムがあります。生体試料の動的プ

ロセスの撮像には、高速レーザー共焦点顕微

鏡を利用することも可能です。非破壊検査を

用いて大型試料を高分解能で撮像する場合

は、X線マイクロCTスキャナを使用します。

　生体試料や材料試料の構造解析には、最高

水準の空間分解能で撮像が可能な高性能顕微

鏡（走査型電子顕微鏡及び透過型電子顕微

鏡）を用いることができ、さらには、クライ

オ電子顕微鏡の三つの異なる機種を利用可能

です。その他イメージングセクションでは、

集束イオンビーム及びシリアルブロックフェ

イス走査型電子顕微鏡、高分解能走査型電子

顕微鏡、80ピコメートル（8×10-11メート

ルまたは0.08ナノメートル）の点分解能でプ

ローブを補正できる分析走査型透過電子顕微

鏡があります。

※機器の写真と説明はOISTホームページを参照ください。

学術界を超えて

　今後は、純粋な科学的発見を目指すとい

う枠を超え、より多くの協力体制を追求し

ていく予定です。OISTプロボストのメア

リー・コリンズ博士は、この素晴らしいリ

ソースを、より多くの業界とのコラボレー

ションに活用したいと考えており、民間企

業、特に地元企業とのパートナーシップの

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

沖縄をイメージングの拠点に

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
　許可を得て転載した記事です。

　沖縄科学技術大学院大学（OIST）のイメージングセクションは、電子顕微鏡、光学顕微鏡などのイ

メージング機器と施設を管理運営し、イメージングに関する研究の技術支援を行うセクションです。

光子、電子、X線等を使った高性能なイメージング技術で、タンパク質の立体構造を原子レベルの解

析から脊椎動物の器官形成に至るまで、様々な研究を支えています。

　国内外の多くの研究機関とは異なり、OISTでは光学顕微鏡と電子顕微鏡が同じ施設に設置されて

います。これにより、蛍光顕微鏡の特性と電子顕微鏡の極めて高い空間分解能を合わせ、試料準備か

ら合成試料のイメージングまで、様々なテクノロジーの組み合わせが可能になります。

　数々の大学機関における勤務を経て、海外のワークショップでも定期的に講師を務めるブルーノ・

ホンベル博士（イメージングセクション リサーチサポートリーダー）は、このように多種多様な最先

端の研究機器が一堂に集まる施設は、OIST以外では見たことがないと言います。
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提供: OIST

OISTが所持するクライオ電子顕微鏡の一つTitan Krios

提供: OIST

新時代の教育研究を切り拓く

沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて

促進に努めています。 現在イメージングセ

クションでは、地元沖縄の鉄鋼会社と協力

し、専門知識と材料工学機器を利用して、

多種多様な金属を分析しています。

　また天然素材の評価を目的とした、合成

繊維を生産する日本企業とのプロジェクト

にも取り組んでいます。

割を果たしています。

　「沖縄は地理的に多くのアジア諸国に近

い島です。私の夢はOIST、ひいては沖縄

を、アジア・オセアニアの学術界の科学拠

点にすることです」とホンベル博士は語り

ます。

研修

　イメージングセクションでは積極的にワー

クショップやトレーニングを開催し、ス

タッフが持つ専門知識を共有しています。

　イメージングセクションでは、ABiS主催

の「光学顕微鏡トレーニング研修会」な

ど、顕微鏡法に関するコースを毎年開催し

ています。ABiSは、文部科学省および日本

学術振興会が助成する科学研究費助成事業

（科研費）で採択された研究課題を支援す

る先端バイオイメージング支援プラット

フォームです。ABiSは2018年、国際的な

顕微鏡法ネットワークであるGlobal BioIm-

agingの正式メンバーとなりました。

　順天堂大学と共催した「徳安法（凍結超

薄切片法）・蛍光免疫染色コース」には、

本分野の著名な国際的な専門家らが講演者

およびインストラクターとして参加し、

OIST内部だけでなく、外部からも多数の参

加者がありました。

　日本医療研究開発機構（AMED）によっ

て資金提供され たBINDSの一環として「ク

ライオ電子顕微鏡コース」も行なっていま

す。複数の日本の大学や研究機関のBINDS

メンバーと共同で行った「クライオ電子顕

微鏡コース」。 経験豊富な研究者が、この

ノーベル賞を受賞した最新技術の概要を説

明し、デモンストレーションや実地体験を

共有しています。好奇心旺盛な若い科学者

が、OISTのクライオ電子顕微鏡を使用し

て、サンプルの準備、イメージング、デー

タ分析の世界を探索する機会を提供しまし

た。このプログラムはすでに4つの共同研究

プロジェクトに参加する機会も生み出して

おり、2021年3月まで継続し、外部研究者

を支援していきます。

　イメージングセクションでは、クライオ電

子顕微鏡を用いた生体分子構造解析などの

試料調製に必要な機器も取り揃えていま

す。

　こうした豊富なイメージング機器以上に

貴重なのが、スタッフの技術です。イメー

ジングセクションに所属するスタッフは、

全員が経験のある科学者であり、多様な分

野の経歴と専門性を持ち合わせています。

こうしたスタッフの経験や知識により、す

べての科学分野にサービスを提供しうる体

制を整えています。

　イメージングセクションは、研究機器の保

守やユーザー・トレーニングだけでなく、

実験のデザインから高度な実験の実施、プ

ロジェクト計画立案、さらには競争的資金

の申請支援まで、科学プロジェクトに関す

る様々な支援を行っています。

進行中の共同研究

　OISTイメージングセクションが所持する

リソースは沖縄県内及び国内外の研究者た

ちが利用することができます。県内では、

琉球大学の三学部との連携が開始されまし

た。イメージングセクションはまた、OIST

プロボストのメアリー・コリンズ博士が率い

る新たな共同研究プログラムであるJumps 

Research Collaboration Program(JUMPS)

の後援で、東京大学でのプロジェクトに参

加しています。

　またホンベル博士は、学術界における

OISTの認知度を上げるため、アウトリーチ

活動も積極的に行っており、電子顕微鏡の

生物応用の分野で、海外の研究機関との国

際共同研究ネットワークの構築に重要な役

リソースについて

　OISTのイメージング施設では、数々の最

先端の機器を揃えており、ほとんどの光学顕

微鏡法および電子顕微鏡法のアプリケーショ

ンに対応することができます。

　光学顕微鏡検査に関しては特に、PALMや

STED、STORMなど既存の技術を使用した、

試料の蛍光光学分解能以下の撮像に適した顕

微鏡システムがあります。生体試料の動的プ

ロセスの撮像には、高速レーザー共焦点顕微

鏡を利用することも可能です。非破壊検査を

用いて大型試料を高分解能で撮像する場合

は、X線マイクロCTスキャナを使用します。

　生体試料や材料試料の構造解析には、最高

水準の空間分解能で撮像が可能な高性能顕微

鏡（走査型電子顕微鏡及び透過型電子顕微

鏡）を用いることができ、さらには、クライ

オ電子顕微鏡の三つの異なる機種を利用可能

です。その他イメージングセクションでは、

集束イオンビーム及びシリアルブロックフェ

イス走査型電子顕微鏡、高分解能走査型電子

顕微鏡、80ピコメートル（8×10-11メート

ルまたは0.08ナノメートル）の点分解能でプ

ローブを補正できる分析走査型透過電子顕微

鏡があります。

※機器の写真と説明はOISTホームページを参照ください。

学術界を超えて

　今後は、純粋な科学的発見を目指すとい

う枠を超え、より多くの協力体制を追求し

ていく予定です。OISTプロボストのメア

リー・コリンズ博士は、この素晴らしいリ

ソースを、より多くの業界とのコラボレー

ションに活用したいと考えており、民間企

業、特に地元企業とのパートナーシップの

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

沖縄をイメージングの拠点に

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
　許可を得て転載した記事です。

　沖縄科学技術大学院大学（OIST）のイメージングセクションは、電子顕微鏡、光学顕微鏡などのイ

メージング機器と施設を管理運営し、イメージングに関する研究の技術支援を行うセクションです。

光子、電子、X線等を使った高性能なイメージング技術で、タンパク質の立体構造を原子レベルの解

析から脊椎動物の器官形成に至るまで、様々な研究を支えています。

　国内外の多くの研究機関とは異なり、OISTでは光学顕微鏡と電子顕微鏡が同じ施設に設置されて

います。これにより、蛍光顕微鏡の特性と電子顕微鏡の極めて高い空間分解能を合わせ、試料準備か

ら合成試料のイメージングまで、様々なテクノロジーの組み合わせが可能になります。

　数々の大学機関における勤務を経て、海外のワークショップでも定期的に講師を務めるブルーノ・

ホンベル博士（イメージングセクション リサーチサポートリーダー）は、このように多種多様な最先

端の研究機器が一堂に集まる施設は、OIST以外では見たことがないと言います。

（左から）佐々木敏雄、望月俊昭、小泉好司、マルゴジャタ・

ホール、菅野亮、渡嘉敷瑞貴、ブルーノ・ホンベル、ゲザ・フレ

イマン、パウロ・バルザキ、ミシェル・ジェノベッソ、石塚あか

り、甲本真也

提供: OIST

OISTが所持するクライオ電子顕微鏡の一つTitan Krios
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促進に努めています。 現在イメージングセ

クションでは、地元沖縄の鉄鋼会社と協力

し、専門知識と材料工学機器を利用して、

多種多様な金属を分析しています。

　また天然素材の評価を目的とした、合成

繊維を生産する日本企業とのプロジェクト

にも取り組んでいます。

割を果たしています。

　「沖縄は地理的に多くのアジア諸国に近

い島です。私の夢はOIST、ひいては沖縄

を、アジア・オセアニアの学術界の科学拠

点にすることです」とホンベル博士は語り

ます。

研修

　イメージングセクションでは積極的にワー

クショップやトレーニングを開催し、ス

タッフが持つ専門知識を共有しています。

　イメージングセクションでは、ABiS主催

の「光学顕微鏡トレーニング研修会」な

ど、顕微鏡法に関するコースを毎年開催し

ています。ABiSは、文部科学省および日本

学術振興会が助成する科学研究費助成事業

（科研費）で採択された研究課題を支援す

る先端バイオイメージング支援プラット

フォームです。ABiSは2018年、国際的な

顕微鏡法ネットワークであるGlobal BioIm-

agingの正式メンバーとなりました。

　順天堂大学と共催した「徳安法（凍結超

薄切片法）・蛍光免疫染色コース」には、

本分野の著名な国際的な専門家らが講演者

およびインストラクターとして参加し、

OIST内部だけでなく、外部からも多数の参

加者がありました。

　日本医療研究開発機構（AMED）によっ

て資金提供され たBINDSの一環として「ク

ライオ電子顕微鏡コース」も行なっていま

す。複数の日本の大学や研究機関のBINDS

メンバーと共同で行った「クライオ電子顕

微鏡コース」。 経験豊富な研究者が、この

ノーベル賞を受賞した最新技術の概要を説

明し、デモンストレーションや実地体験を

共有しています。好奇心旺盛な若い科学者

が、OISTのクライオ電子顕微鏡を使用し

て、サンプルの準備、イメージング、デー

タ分析の世界を探索する機会を提供しまし

た。このプログラムはすでに4つの共同研究

プロジェクトに参加する機会も生み出して

おり、2021年3月まで継続し、外部研究者

を支援していきます。

　イメージングセクションでは、クライオ電

子顕微鏡を用いた生体分子構造解析などの

試料調製に必要な機器も取り揃えていま

す。

　こうした豊富なイメージング機器以上に

貴重なのが、スタッフの技術です。イメー

ジングセクションに所属するスタッフは、

全員が経験のある科学者であり、多様な分

野の経歴と専門性を持ち合わせています。

こうしたスタッフの経験や知識により、す

べての科学分野にサービスを提供しうる体

制を整えています。

　イメージングセクションは、研究機器の保

守やユーザー・トレーニングだけでなく、

実験のデザインから高度な実験の実施、プ

ロジェクト計画立案、さらには競争的資金

の申請支援まで、科学プロジェクトに関す

る様々な支援を行っています。

進行中の共同研究

　OISTイメージングセクションが所持する

リソースは沖縄県内及び国内外の研究者た

ちが利用することができます。県内では、

琉球大学の三学部との連携が開始されまし

た。イメージングセクションはまた、OIST

プロボストのメアリー・コリンズ博士が率い

る新たな共同研究プログラムであるJumps 

Research Collaboration Program(JUMPS)

の後援で、東京大学でのプロジェクトに参

加しています。

　またホンベル博士は、学術界における

OISTの認知度を上げるため、アウトリーチ

活動も積極的に行っており、電子顕微鏡の

生物応用の分野で、海外の研究機関との国

際共同研究ネットワークの構築に重要な役

リソースについて

　OISTのイメージング施設では、数々の最

先端の機器を揃えており、ほとんどの光学顕

微鏡法および電子顕微鏡法のアプリケーショ

ンに対応することができます。

　光学顕微鏡検査に関しては特に、PALMや

STED、STORMなど既存の技術を使用した、

試料の蛍光光学分解能以下の撮像に適した顕

微鏡システムがあります。生体試料の動的プ

ロセスの撮像には、高速レーザー共焦点顕微

鏡を利用することも可能です。非破壊検査を

用いて大型試料を高分解能で撮像する場合

は、X線マイクロCTスキャナを使用します。

　生体試料や材料試料の構造解析には、最高

水準の空間分解能で撮像が可能な高性能顕微

鏡（走査型電子顕微鏡及び透過型電子顕微

鏡）を用いることができ、さらには、クライ

オ電子顕微鏡の三つの異なる機種を利用可能

です。その他イメージングセクションでは、

集束イオンビーム及びシリアルブロックフェ

イス走査型電子顕微鏡、高分解能走査型電子

顕微鏡、80ピコメートル（8×10-11メート

ルまたは0.08ナノメートル）の点分解能でプ

ローブを補正できる分析走査型透過電子顕微

鏡があります。

※機器の写真と説明はOISTホームページを参照ください。

学術界を超えて

　今後は、純粋な科学的発見を目指すとい

う枠を超え、より多くの協力体制を追求し

ていく予定です。OISTプロボストのメア

リー・コリンズ博士は、この素晴らしいリ

ソースを、より多くの業界とのコラボレー

ションに活用したいと考えており、民間企

業、特に地元企業とのパートナーシップの

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

沖縄をイメージングの拠点に
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　許可を得て転載した記事です。

　沖縄科学技術大学院大学（OIST）のイメージングセクションは、電子顕微鏡、光学顕微鏡などのイ

メージング機器と施設を管理運営し、イメージングに関する研究の技術支援を行うセクションです。

光子、電子、X線等を使った高性能なイメージング技術で、タンパク質の立体構造を原子レベルの解

析から脊椎動物の器官形成に至るまで、様々な研究を支えています。
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　順天堂大学と共催した「徳安法（凍結超

薄切片法）・蛍光免疫染色コース」には、

本分野の著名な国際的な専門家らが講演者

およびインストラクターとして参加し、

OIST内部だけでなく、外部からも多数の参

加者がありました。

　日本医療研究開発機構（AMED）によっ

て資金提供され たBINDSの一環として「ク

ライオ電子顕微鏡コース」も行なっていま

す。複数の日本の大学や研究機関のBINDS

メンバーと共同で行った「クライオ電子顕

微鏡コース」。 経験豊富な研究者が、この

ノーベル賞を受賞した最新技術の概要を説

明し、デモンストレーションや実地体験を

共有しています。好奇心旺盛な若い科学者

が、OISTのクライオ電子顕微鏡を使用し

て、サンプルの準備、イメージング、デー

タ分析の世界を探索する機会を提供しまし

た。このプログラムはすでに4つの共同研究

プロジェクトに参加する機会も生み出して

おり、2021年3月まで継続し、外部研究者

を支援していきます。

　イメージングセクションでは、クライオ電

子顕微鏡を用いた生体分子構造解析などの

試料調製に必要な機器も取り揃えていま

す。

　こうした豊富なイメージング機器以上に

貴重なのが、スタッフの技術です。イメー

ジングセクションに所属するスタッフは、

全員が経験のある科学者であり、多様な分

野の経歴と専門性を持ち合わせています。

こうしたスタッフの経験や知識により、す

べての科学分野にサービスを提供しうる体

制を整えています。

　イメージングセクションは、研究機器の保

守やユーザー・トレーニングだけでなく、

実験のデザインから高度な実験の実施、プ

ロジェクト計画立案、さらには競争的資金

の申請支援まで、科学プロジェクトに関す

る様々な支援を行っています。

進行中の共同研究

　OISTイメージングセクションが所持する

リソースは沖縄県内及び国内外の研究者た

ちが利用することができます。県内では、

琉球大学の三学部との連携が開始されまし

た。イメージングセクションはまた、OIST

プロボストのメアリー・コリンズ博士が率い

る新たな共同研究プログラムであるJumps 

Research Collaboration Program(JUMPS)

の後援で、東京大学でのプロジェクトに参

加しています。

　またホンベル博士は、学術界における

OISTの認知度を上げるため、アウトリーチ

活動も積極的に行っており、電子顕微鏡の

生物応用の分野で、海外の研究機関との国

際共同研究ネットワークの構築に重要な役

リソースについて

　OISTのイメージング施設では、数々の最

先端の機器を揃えており、ほとんどの光学顕

微鏡法および電子顕微鏡法のアプリケーショ

ンに対応することができます。

　光学顕微鏡検査に関しては特に、PALMや

STED、STORMなど既存の技術を使用した、

試料の蛍光光学分解能以下の撮像に適した顕

微鏡システムがあります。生体試料の動的プ

ロセスの撮像には、高速レーザー共焦点顕微

鏡を利用することも可能です。非破壊検査を

用いて大型試料を高分解能で撮像する場合

は、X線マイクロCTスキャナを使用します。

　生体試料や材料試料の構造解析には、最高

水準の空間分解能で撮像が可能な高性能顕微

鏡（走査型電子顕微鏡及び透過型電子顕微

鏡）を用いることができ、さらには、クライ

オ電子顕微鏡の三つの異なる機種を利用可能

です。その他イメージングセクションでは、

集束イオンビーム及びシリアルブロックフェ

イス走査型電子顕微鏡、高分解能走査型電子

顕微鏡、80ピコメートル（8×10-11メート

ルまたは0.08ナノメートル）の点分解能でプ

ローブを補正できる分析走査型透過電子顕微

鏡があります。

※機器の写真と説明はOISTホームページを参照ください。

学術界を超えて

　今後は、純粋な科学的発見を目指すとい

う枠を超え、より多くの協力体制を追求し

ていく予定です。OISTプロボストのメア

リー・コリンズ博士は、この素晴らしいリ

ソースを、より多くの業界とのコラボレー

ションに活用したいと考えており、民間企

業、特に地元企業とのパートナーシップの

OISTではキャンパスツアー（ガイド付もしくは自由見学）を

行っています。詳細は地域連携セクション 098(966)2184 ま

でお問い合わせください。

OISTについてより詳しくお知りになりたい方はwww.oist.jp 

をご覧下さい。

（左から）研修生の石塚あかり、インストラクターのマルゴジャタ・ホール、IMGセクションリーダーの

ブルーノ・ホンベル、研修生のミシェル・ジェノベッソ、インストラクターの菅野亮、プログラムコー

ディネーターの渡嘉敷瑞貴

提供: OIST

寄　　稿 沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて
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1. フィルムコミッションとは

　沖縄フィルムオフィスは、一般財団法人沖縄観

光コンベンションビューロー（以下、OCVB）の

受入推進課に属する沖縄県のフィルムコミッショ

ン（以下、FC）です。

　FCとは、「映画、テレビドラマ、CMや音楽PV等、

様々なジャンルの撮影を誘致し、実際のロケをス

ムーズに進める為にサポートをする非営利公的機

関」を指します。

　その多くは、国や州・市等自治体等が運営して

おり、国内・海外からのロケーション誘致・支援

活動の窓口として、地域の観光振興、文化振興、

経済振興に貢献しています。

　沖縄県は平成 30 年度に観光客数 999 万 9,000

人、観光収入 7,334 億 7,700 万円に達し、令和元

年度の目標観光客数 1,030 万人、観光収入 8,000

億円を目標値として掲げており、その達成に向け

て修学旅行、スポーツツーリズムや MICE 等、そ

してフィルムツーリズムといった様々なテーマご

との誘客活動に取り組んでいます。

２. 沖縄フィルムオフィスの事業内容

① FC 窓口業務

　沖縄県内の撮影地に関する企画からロケ地選定、

撮影まで、様々なサポートを行います。イメージ

に合ったロケーションのリサーチやアドバイス、

可能な範囲でのシナリオハンティング（シナハン）、

ロケーションハンティング（ロケハン）同行、ロ

ケ先との調整、公共施設の情報提供を行います。

　また、撮影本番でも、ロケ先との調整、ロケ同行、

必要に応じてエキストラの募集に協力する等、窓

口業務は多岐にわたっています。なお、昨年の沖

縄フィルムオフィスへの問い合わせ件数は約 180

件、ロケ支援件数は42件と年々増加しております。

② 上映機会創出、プロモーション

　国内外の映画祭にて県内で撮影された作品上映

と共に沖縄を PR する活動を行っております。上

映前には沖縄の観光動画の上映・監督登壇による

沖縄 PR を行っております。

　その他、完成した映画やドラマ等のプロモーショ

ン活動として、世界中の映画祭で作品出品し上映

機会を創出するほか、世界各国のコンテンツマー

ケットへの参加、映画配信プラットフォームでの

配信など様々な活動を行っています。また、県著

作短編映画の無料貸し出しも行っており、撮影を

身近に感じてもらい、協力体制を構築する取組も

行っております。今年 5 月にはフィルムオフィス

で支援しました「ココロ、オドル」という作品が

ドイツ・ハンブルグ日本映画祭で最高賞の審査委

員賞を受賞しました。

沖縄フィルムオフィス

～映像を活用した観光促進、フィルムツーリズム推進事業～

ハンブルグ日本映画祭 2019 で審査委員賞を受賞する
「ココロ、オドル」岸本監督
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受入体制強化

　沖縄県全体として国内外から撮影案件が増加し

ている現状があり、ロケ撮影注意マニュアルブッ

クを昨年度作成し、沖縄フィルムオフィス WEB

サイトで無料発信しております。沖縄の地理的優

位性から、アジア圏からの撮影案件が多く、簡体字、

繁体字、韓国語、英語で撮影隊に向け撮影時の注

意を促せることができる資料となっております。

　また、撮影の際は各市町村に直接問合せがある

場合もあることから、市町村観光協会担当者向け

に、県内ロケ受入状況を伝えるロケ受入連絡会や

法務研修、警察研修を開催し、撮影トラブルを事

前に防げるようセミナーを開催しております。

３．これまでの実績

　平成 29 年度まで ｢沖縄ロケ制作支援事業 ( 旧海

外コンテンツサポート事業 )｣ という、沖縄でロケ

を行う映像作品に対して助成を行う事業を行なっ

てきました。平成 28 年度に採択されたシンガポー

ル人監督の長編映画『Jimami Tofu』はシンガポー

ルの映画館にて最長放映期間記録を持っている程

の作品です。これまでの動員は 2 万人に上り、沖

縄 - シンガポール直行便就航に一役買ったといわ

れるほどのヒット作品でもあります。

　同じく ｢沖縄ロケ制作支援事業｣ にて採択され

た ｢ウルトラマンジード ( 映画版とドラマ版 )｣ は、

放送後、キャストとロケ地を巡る県外発着のロケ

地ツアーが造成される程の人気ぶりで、2018 年、

2019 年と 2 年連続で予約満員のツアーとなりま

した。

　フィルムツーリズムにおいて、実際のロケ中に

ロケ隊の滞在や県内事業者の雇用による直接的な

経済効果は測定可能ですが、観光客数への影響の

ような間接的な経済効果の測定は、様々な要因が

絡み非常に難しいことが現状です。しかし、例え

ば韓国の例で、2011 年以降、沖縄でロケした韓

国映画・ドラマ (「女の香り (2011 年 )」「star(2012

年 )」「サメ愛の黙示録 (2013 年 )」「it's alright, 

This is love(2014 年 )」など ) が立て続けに公開

され、韓国からの観光客が拡大し、その結果、韓

国と沖縄を結ぶ空路の本数が増えた事は、韓国

のメディアでもその成果が報道されたことがあり

ます。（韓国からの観光客数 2012 年 4 万 5 千人

→ 2017 年 50 万人 )

４．現状の課題と展望

　日本のみならず、世界中の方々が見るような大

型案件、ハリウッドやボリウッドの撮影隊を沖縄

に誘致する事が目標の 1 つであります。大型案件

を受け入れる際は、環境整備を行う事も必要不可

欠です。実際の商談会で大型案件を手がけている

プロデューサーの方と話をすると、金銭面での補

助ばかりでなく、受入体制や地元のサポートを重

視することも多いようです。沖縄フィルムオフィ

スは半官半民の立場として撮影隊の希望のみなら

ロケ撮影注意マニュアルブック

Japan Expo Canada2019 での「Jimami Tofu」上映会
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一般財団法人　沖縄観光コンベンションビューロー
受入事業部　受入推進課　沖縄フィルムオフィス

住所：〒 901-0152　沖縄県那覇市字小禄 1831 番地 1
（沖縄産業支援センター 2 階）

電話番号：098-859-6162　FAX：098-859-6222
E-mai l：f i lmof f ice@ocvb.or . jp

ず、受け入れた施設やロケ地の事も配慮しながら、

両方の希望に沿ったベストな提案を考えることが

重要だと考えています。撮影隊はどうしても良い

画を撮りたいので、若干無理をしてでも撮影を行

おうとします。撮影時にこのような事態を防ぐた

めに、県内のロケコーディネーターを可能な限り

帯同して頂くよう依頼していますが、多言語対応

が可能なロケコーディネーターの不足や撮影資金

不足、ロケコーディネーターを付けない撮影隊が

増えてきている現状があります。このような現状

を解決するため、一部の市町村では撮影時のルー

ルや条例制定も行われています。

　沖縄フィルムオフィスは、これらの課題解決に

向けて関連事業者と一体となってロケ受入体制の

整備に取り組むとともに、今後も国内外のロケ誘

致や支援活動の窓口として沖縄県の地域経済や観

光振興に貢献して行けるよう尽力してまいります。
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アジア便り
台　湾

はじめに 

　皆様こんにちは。琉球銀行法人事業部より台

湾の則和企業管理顧問有限公司へ赴任しており

ます﨑山寛弥です。今年もあっという間に 11 月

となり、残り 2 ヵ月弱を残すのみとなりました。

台湾は現在、年に 1 回の「周年慶」と呼ばれる

百貨店ごとの創業祭 ( 大セールイベント ) シーズ

ン真っただ中にあり、化粧品などの日用品から

ブランド品に至るまで多岐にわたる商品が大幅

割引価格で販売されています。これから年末・

春節に向けて人々の消費活動が活発化していく

中、台湾全体もよりパワフルな活気に満ち溢れ

ていきます。年内で台湾旅行を計画されている

方がいらっしゃいましたら、ぜひ各百貨店の周

年慶へ足を運んでみていただけたらと思います。

1. 台湾ビジネス視察ツアー開催のご報告

　去る 10 月 17 日 ( 木 ) ～ 19 日 ( 土 ) の 3 日間

にわたり、りゅうぎんビジネスクラブ会員向け

「台湾ビジネス視察ツアー」を開催いたしました。

皆様ご存じのとおり、台湾はアジアの中でも親

日度が高く、また沖縄から最も近い海外として

商品の輸出 ( 販路拡大 ) はもちろん、商材の調達

先・生産委託先としても大きな可能性が秘めら

れています。

　そこで今回は、今後台湾へのビジネスをご検

討されているお客様を対象に、「まずは現地を

知ってもらい、少しでも多くのヒントを得てい

ただくことで各社様の台湾事業展開に少しでも

寄与させていただきたい」との想いを込めて、

当行で初めての企画となる海外 ( 台湾 ) 視察ツ

アーを開催いたしました。

　本号および次号の 2 回に分けて、合計 15 社・

16 名のお客様にご参加いただいた「台湾ビジネ

ス視察ツアー」についてご紹介させていただき

ます。

2. 初日 (10 月 17 日 )

　当行のアテンドスタッフも含めた 20 名の視察

団は、同日昼過ぎの飛行機で台湾桃園国際空港

へ到着し昼食の後、台北市内に移動して早速本

ツアーのスケジュール 1 コマ目である、琉球海

運台湾事務所 ( 正式名称：日商琉球海運股份有限

公司 台湾辦事處 ) 様のショートセミナーに臨み

ました。

　台湾を含めた海外との取引において欠かすこ

とのできない貿易・物流分野について、今年 5

月に台湾駐在員事務所を開設した琉球海運様 ( 以

下、同社 ) の高崎所長・宮平様のお 2 人に幅広

い内容で、ご説明いただきました。

　同社は 1960 年に沖縄－台湾航路を開設した

ものの、1972 年の沖縄本土復帰による政治的な

要因によって一度は同航路休止を余儀なくされ

ました。そこから約 42 年後の 2014 年より台湾

航路を再開させ、今日に至ります。

レポーター
﨑山　寛弥

（琉球銀行法人事業部）

則和企業管理顧問有限公司
( ※弊行業務提携先 / 台湾現地コンサ
ルタント会社 ) へ赴任中

vol.136

りゅうぎんビジネスクラブ向け
「台湾ビジネス視察ツアー」開催
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　現在では週 1 回、台湾南部の国際貿易港であ

る高雄港に入港し、沖縄－台湾間の物流を支え

ていますが、台湾⇒沖縄の貨物量は順調に推移

する一方、沖縄⇒台湾への貨物量増加が課題と

して挙げられていました。セミナーの中では活

発な質疑応答もなされ、今後の台湾展開におけ

る貿易実務を知る第一歩として有意義な機会と

なりました。　

　ショートセミナー終了後には夕食会兼懇親会

を開催し、台湾ビジネスの可能性の模索もさる

ことながら、今回のツアーの目的の 1 つでもあ

る「業種を超えた県内企業様同士のネットワー

ク構築」に向けて各社の交流が行われました。

3.2 日目 (10 月 18 日 ) 午前

　2 日目は、午前中に台湾経済団体である「台日

商務交流協進会」( 以下、同会 ) を訪問し、同会

および会員企業様 8 社との意見交換会を行いま

した。台日商務交流協進会は台湾と日本のビジ

ネス交流の促進を目的に設立された経済団体で、

貿易、金融、機械金属、電機・電子など、台湾

を代表する産業分野における団体会員が約 90 社

加盟しております。

　今回の意見交換会は、まず初めに沖縄側・台

湾側双方の自己紹介後、同会名誉顧問である鄭

氏より台湾経済の現状についてレクチャーいた

だきました。日本以上のスピードで少子高齢化

が進む台湾においては、中小企業・大企業問わ

ず常に海外のマーケットを視野に入れた事業展

開を行っており、ビジネスのスピード感も日本

よりはるかに速い点が指摘されました。

　また、現在の台湾経済においては「輸出 ( 全体

構成比 63％ )」・「半導体産業 ( 全体構成 25％ )」・

「中国大陸 ( 全体構成比 40%)」の 3 つに依存す

る状況が続いており、それぞれ「内需創出」・「新

産業の育成」・「新興地域の開拓」といった解決

策を実行することで、過度な依存状態から脱却

することが急務であることも併せて報告されま

した。

　　

　その他にも、沖縄側・台湾側双方から質問が

多く飛び交うなど、相互のマーケットへの関心

の高さがうかがえました。今後も同会とのリレー

ションを継続・強化し、県内企業と台湾企業の

具体的なビジネス連携につなげていきます。

聴講者の質問に答える琉球海運台湾事務所 高崎所長・
宮平氏

夕食会兼懇親会

鄭名誉顧問より台湾経済状況についてレクチャーを
受ける視察団一行

参加者全員での記念撮影
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4. 2 日目 (10 月 18 日 ) 午後

　午後からは、①販路拡大コース / ②インバウ

ンド集客コースの 2 コースに分かれ、それぞれ

台湾企業や業界団体を訪問しました。

①販路拡大コース

(1) 訪問先：新光三越百貨股份有限公司

　同コースはまず、台湾内で最も知名度が高い

と言われている新光三越百貨有限公司へ訪問し

ました。同社は 1991 年に台湾大手企業の新光

グループ ( 金融・百貨店・建築・病院などを幅

広く展開する財閥企業 ) と日本の三越グループ

の提携により設立され、台湾において台北から

台南、高雄まで含めて計 15 店舗の百貨店を展

開しています。

　日本からの輸入品を多く取り扱っており、台

湾の中では「高級デパート」のイメージとなっ

ており、年間約 1 億人の来客実績があります。

　同社との意見交換では、「沖縄の特徴的な食品

については相応の規模で物産展 ( 沖縄フェア ) を

開催することは可能。また、個別企業の短期臨

時ブースの設置も検討できる」「年 3 回 ( 端午節・

中秋節・春節 ) の商戦におけるギフトセット販売

も可能」といったご提案や、「健康食品など、沖

縄独特の商品を台湾消費者に浸透・訴求させる

には継続的な販促が必要不可欠なため、積極的

な販促活動を行える台湾輸入業者との連携が必

須」とのアドバイスもいただきました。

　また、意見交換会終了後には実際に同百貨店

の現場を視察し、日本の小売現場との比較や台

湾人消費者の嗜好についてより具体的に把握す

ることができました。

(2) 訪問先：太冠國際開発事業有限公司

　同社は 1981 年に設立された食品輸入・販売

業者で、主な販路は百貨店からスーパー・問屋・

レストランまで多岐にわたり、取扱商品の約 9

割が日本からの輸入商品となっています。

　海外サプライヤー 1,000 社超かつ台湾内取引

先も 3,000 社超にのぼるなど、業界内での知名

度も高い同社への訪問では、「輸入商品を決める

際には、価格・ブランド知名度・品質・パッケー

ジデザインなどを総合的に判断するが、特に価

格面において競争力があれば提案可能性が高ま

る」との具体的アドバイスや、「台湾の消費者は

日本の商品が大好きでニーズも旺盛なため、日

本で流行している商品であれば台湾でも受け入

れられやすい」との情報もいただきました。

(3) 訪問先：台湾家楽福股份有限公司

　フランスに本社を置く大手量販店：カルフー

ルと台湾小売大手：統一企業グループとの合弁

会社。量販店・スーパー・コンビニの 3 形態を

展開しており、台湾内に合計 132 店舗を持つ小

売大手です。台湾はもちろん、日本や韓国の商

品を多く取り扱うなど品揃えが豊富な他、価格

帯も比較的安いため、台湾消費者の他にも観光

客のお土産需要も満たすことが出来る人気量販

店となっています。こちらは店舗視察のみでし

たが、新光三越とはまた違ったテイスト ( 価格帯・

客層・品揃えなど ) を肌で感じることができまし

た。

同一地区に同じ新光三越百貨店が複数展開されてい
ます

同百貨店訪問による意見交換会の様子
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　次号では、コース②の「インバウンド集客」

をテーマにした訪問先および 3 日目 ( ※最終日 )

の様子について掲載させていただきますので、

ぜひお楽しみに。

則和企業管理顧問有限公司

( ※琉球銀行 業務提携先 / 﨑山赴任先 )

Tel : 098-895-8295( ※﨑山 / 台湾携帯 )

       080-6487-0457( ※﨑山 / 日本携帯 )

E-Mall : fs28@ryugin.co.jp



りゅうぎんビジネスクラブ主催セミナー
訪日観光客の心をつかむ！インバウンドビジネス成功戦略

講演会のご案内

「りゅうぎんビジネスクラブ事務局」（琉球銀行法人事業部内）

TEL：098-860-3817（担当：照屋、真栄城）までお願いいたします。
1 審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承下さい。

お問い
合わせ

RYUGIN BUSINESS CLUB りゅうぎんビジネスクラブ

入会のご案内
　琉球銀行の経営理念である「地域から親しまれ、信頼され、地域社会の発展に寄与する銀行」を実践

するべく、お取引先企業への情報支援サービスの提供を目的に会員制組織「りゅうぎんビジネスクラ

ブ」を設立し、各種セミナーの開催や情報のご提供、県外での商談会など様々なサービスを実施してお

ります。

サービスの
ご　案　内

その他の
サービス

ビジネスクラブ会員企業トップと弊行

役員との親睦の場を兼ねたトップセミ

ナーや実務セミナーに無料で参加いた

だけます。

【最近の実績】
H28.11.９　「老舗企業の経営革新」
H29.２.22　トップセミナー「経営戦略とし
　　　　　てのワークライフバランス」
H29.6.20　「業績向上！営業リーダーの条
　　　　　件と役割」
H29.8.17　「インバウンドビジネス成功戦略」

■各種セミナーの開催による情報等の提供
企業経営者や経営幹部を対象にした、
ビジネススクールの運営を実施してお
ります。
※別途受講料が必要になります。

【著名な講師例】

・第1期　酒巻 久 　キヤノン電子㈱社長
・第2期　鈴木 喬　 エステー㈱会長
・第3期　出口 治明 ライフネット生命保険㈱会長兼ＣＥＯ
・第4期　宗次 德二 ㈱壱番屋 創業者特別顧問
・第5期　髙田 明 ㈱A and Live 代表取締役
・第6期　橋本 真由美 ブックオフコーポレーション㈱取締役相談役
・第7期　小島 英揮 Sti l l  Day One（同）代表社員パラレル
　　　　　　　　　　　　　 マーケター・エバンジェリスト/
　　　　　　　　　　　　　 CMC_Meetup発起人

■「りゅうぎんマネジメントスクール」の開講

企業運営に有益な情報が盛り込まれた
「経営参考小冊子」をお届けいたします。

【内容例】

・「仕事が速い人」の時間の使い方

・実践「営業トーク」集

・好かれる人の「気づかい」

・ビジネスモデルをつくった人々

■「経営参考小冊子」の定期配送
税務・会計・法務・人事・労務など、経営のお役
に立つ情報レターを毎週FAX配信いたします。

【内容例】

・「残業規制時代」に企業ができること

・人事トラブルを防ぐ実務対応Ｑ＆Ａ

・情報を引き出す「質問力」向上のポイント

・次世代の経営リーダーを育てるには

■「りゅうぎんビジネスフラッシュ」定期配信

公認会計士・税理士・司法書士・中小企業診断士・社会保険労務士・行政書士などの各種専門
家を無料で派遣し、会員企業様の「経営課題」に対し、会員企業様・専門家・琉球銀行が一体
となって取り組むサービスです。
※1社につき年1回ご利用になれます。

■専門家派遣サービス

■融資利率の優遇
りゅうぎんビジネスクラブ会員企業の皆様に一部融資商品（ベストサポーター、順風満

帆）について、融資金利の優遇を実施しております1。詳細は取引店担当者にお問い合わ

せ下さい。

「りゅうぎんビジネスクラブ入会申込書」に必要事項を記入の上、取引
店担当者に提出下さい。

入会金は不要です。

年会費は20,000円です。　※お申込月の翌々月4日ご指定口座より引落となります。

りゅうぎんビジネスクラブ
入会申込方法
年会費 20,000円

1

2
3

“傾向と対策”でインバウンド市場を攻略しよう！

　沖縄県への入域観光客数は今年の5月までに各月の過去最高を43ヵ月連続で更新しています。イ

ンバウンド需要を確実に取り込むために必須となる市場分析、戦略、経営者としての心構え等をイ

ンバウンドビジネスの専門家 村山 慶輔氏が豊富な知識を交えながら講義いたします！

日　　時：平成29年8月17日(木)午後1:30～4:30
午後1：30より30分間、琉球大学より産学連携についての
ご案内がございます。

会　　場：沖縄県立博物館・美術館 1階「博物館講座室」

         　 住所：那覇市おもろまち3丁目1-1

講　　師：株式会社やまとごころ

         　 代表取締役 兼 インバウンド戦略アドバイザー

         　 村山 慶輔（むらやま けいすけ）氏
         　 主な著書：「インバウンドビジネス集客講座」（翔泳社）等

定　　員：先着60名様 （原則1社1名様）
         　 ※定員に達し次第締切りますのでいますぐお申し込みを！

受 講 料：無料※ビジネスクラブ会員企業の方限定※
         　 非会員：8,000円（詳しくはお問い合わせください）

申込方法：申込欄をご記入の上ＦＡＸもしくはＥメールで

         　 お申し込みください。

申込期限：平成29年 8月15日（火）

兵庫県神戸市生まれ。ウィスコ
ンシン大学マディソン校卒。 
在学中、異文化交流に強い関心
を持ち、20ヵ国以上を旅行。 
2000～06年、アクセンチュア
勤務。 2007年インバウンド観
光に特化したB to Bサイト「や
まとごころ.jp」を立ち上げ、 企
業・自治体向けに情報発信、教
育・研修、コンサルティングな
どを提供中。 インバウンドビ
ジネスの専門家として国内外
各種メディアへ出演の他、 イ
ンバウンド関連諸団体の理事
を多数兼任。 
6月には3冊目となる著書「イ
ンバウンドビジネス集客講座
（翔泳社）」を出版。

入会のご案内 講演会のご案内

御社名

参加者
ご職位

お電話番号

お申込み
お問合せ

参加者名

琉球銀行 法人事業部 （りゅうぎんビジネスクラブ事務局　照屋・真栄城）
FAX．（098）－862－0704 E-mail：fs4@ryugin.co.jp
TEL．（098）－860－3817

村山 慶輔氏

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆　セミナー参加申込書　◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆□
※本セミナーの申込によってお知らせいただいた個人情報は、本セミナーの運営・各種案内送付・各種サービ

スのご提案のためにのみ利用させていただきます。

開催概要

24 2516

りゅうぎんビジネスクラブ会員限定
「トップセミナー」開催のご案内

講演会のご案内

「りゅうぎんビジネスクラブ事務局」（琉球銀行法人事業部内）

TEL：098-860-3817（担当：照屋、真栄城）までお願いいたします。
1 審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承下さい。

お問い
合わせ

RYUGIN BUSINESS CLUB りゅうぎんビジネスクラブ

入会のご案内
　琉球銀行の経営理念である「地域から親しまれ、信頼され、地域社会の発展に寄与する銀行」を実践

するべく、お取引先企業への情報支援サービスの提供を目的に会員制組織「りゅうぎんビジネスクラ

ブ」を設立し、各種セミナーの開催や情報のご提供、県外での商談会など様々なサービスを実施してお

ります。

サービスの
ご　案　内

その他の
サービス

ビジネスクラブ会員企業トップと弊行

役員との親睦の場を兼ねたトップセミ

ナーや実務セミナーに無料で参加いた

だけます。

【最近の実績】
H29.２.22　トップセミナー「経営戦略とし
　　　　　てのワークライフバランス」
H29.6.20　「業績向上！営業リーダーの条
　　　　　件と役割」
H29.8.17　「インバウンドビジネス成功戦略」
H29.11.13　女性限定セミナー（講演＆ヨガ）

■各種セミナーの開催による情報等の提供
企業経営者や経営幹部を対象にした、
ビジネススクールの運営を実施してお
ります。
※別途受講料が必要になります。

【著名な講師例】
・第1期　酒巻 久 　キヤノン電子㈱社長
・第2期　鈴木 喬　 エステー㈱会長
・第3期　出口 治明 ライフネット生命保険㈱会長兼ＣＥＯ
・第4期　宗次 德二 ㈱壱番屋 創業者特別顧問
・第5期　髙田 明 ㈱A and Live 代表取締役
・第6期　橋本 真由美 ブックオフコーポレーション㈱取締役相談役
・第7期　小島 英揮 Sti l l  Day One（同）代表社員パラレル
　　　　　　　　　　　　　 マーケター・エバンジェリスト/
　　　　　　　　　　　　　 CMC_Meetup発起人
・第8期　二条 彪　 ㈱国際後継者フォーラム 代表取締役

■「りゅうぎんマネジメントスクール」の開講

企業運営に有益な情報が盛り込まれた
「経営参考小冊子」をお届けいたします。

【内容例】

・「仕事が速い人」の時間の使い方

・実践「営業トーク」集

・好かれる人の「気づかい」

・ビジネスモデルをつくった人々

■「経営参考小冊子」の定期配送
経営のお役に立つ情報をコンパクトにまとめ
た「りゅうぎんビジネスフラッシュ」を毎週配
信いたします。

【内容例】

・「論理的思考」が身に付く鉄則5選

・管理職の労務管理に関するQ&A

■「経営関連情報」の定期配信■

公認会計士・税理士・司法書士・中小企業診断士・社会保険労務士・行政書士・弁理士・通訳な
どの各種専門家を無料で派遣し、会員企業様の「経営課題」に対し、会員企業様・専門家・琉
球銀行が一体となって取り組むサービスです。
※1社につき年2回ご利用になれます（予算の都合により1回に制限する場合もございます）。

■専門家派遣サービス

■融資利率の優遇
りゅうぎんビジネスクラブ会員企業の皆様に一部融資商品（ベストサポーター、順風満

帆）について、融資金利の優遇を実施しております1。詳細は取引店担当者にお問い合わ

せ下さい。

「りゅうぎんビジネスクラブ入会申込書」に必要事項を記入の上、取引
店担当者に提出下さい。

入会金は不要です。

年会費は20,000円です。　※お申込月の翌々月4日ご指定口座より引落となります。

りゅうぎんビジネスクラブ
入会申込方法
年会費 20,000円

1

2
3

講演＋会員企業トップの皆さまと弊行役員との親睦会
　りゅうぎんビジネスクラブでは、元マラソン選手の谷口浩美氏を講師にお招きして、「転んでも踏ま
れても立ち上がれ～失敗を怖がらず 糧にして強くなる～」と題し、トップセミナーを開催致します。
　谷口氏は現役時代から指導者となった現在を通じて、合宿やマラソン大会のゲストランナー、講演
会等で沖縄とは深い繋がりを持っていらっしゃいます。講演では、選手時代のエピソードを交えなが
ら、物事に取り組む姿勢や人材育成、また、近年「スポーツアイランド」としても注目を集めている沖縄
のスポーツ振興についてもお話しいただきます。
　講演終了後には弊行役員との懇親会も予定しておりますので、あわせてご参加下さいますようお願
い申し上げます。 ※谷口氏も懇親会に参加いたします！

テ ー マ：『転んでも踏まれても立ち上がれ～失敗を怖がらず糧にして強くなる～』

日　　時：平成30年2月9日(金) 講　演：午後4:30～6:00
　　　　　　　　　　　　　　懇親会：午後6:10～7:30

会　　場：かりゆしアーバンリゾート・ナハ 6階 「ニライカナイ」

募集人員：200名（定員になり次第締め切らせて頂きます）

参 加 料：無料（ビジネスクラブ会員限定、原則1社1名様限り）
申込期限：平成30年2月2日（金）締切

申込方法：所定の申込書に必要事項を記入の上営業店または

　　　　 ビジネスクラブ事務局までご提出ください。

宮崎県出身。元マラソン選手。

日体大卒業後、旭化成へ入社。1988年北京国際マラソンで自己ベスト記録で優勝

を果たし、1991年の世界陸上東京大会では日本陸上界で初となる金メダルを獲

得。1992年バルセロナ五輪で後続選手に押され、シューズを踏まれて転倒（8位入

賞）。ゴール後インタビューでの「こけちゃいました」という人柄の滲み出たコメ

ントは多くの人々を感動させた。

その後、沖電気陸上競技部監督、東京電力長距離・駅伝チーム監督、東京農業大学

陸上競技部助監督を歴任。指導者としての活動の傍ら、全国各地のマラソン大会

等のゲストランナーや講演会等で活躍。宮崎大学 特別教授も務める。

入会のご案内 講演会のご案内

お問合せ 琉球銀行法人事業部内 ビジネスクラブ事務局 照屋・真栄城
TEL．（098）－860－3817 E-mail：fs4@ryugin.co.jp

谷口 浩美氏

講師

非会員の皆様がご参加いただくには「りゅうぎんビジネスクラブ」への入会が必要となります。
クラブのサービス内容や入会手続きに関するお問い合わせは下記連絡先までお気軽にお問合せく
ださい！

開催概要

2/9（金）
開催！

たにぐち ひろ  み
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http://www.ogb.go.jp/keisan/index.html

■本記事に関するお問い合わせについて
　内閣府沖縄総合事務局経済産業部消費税転嫁対策室

TEL：098-866-0035

内閣府　沖縄総合事務局
経済産業部





宮古島市

事業主体

関係地域

事業目的

事業概要

設計趣旨

事業期間

主体名：宮古島市
所在地：沖縄県宮古島市平良字西里186番地
電　話 : 0980-73-1919（企画政策部振興開発プロジェクト局）

平成31年1月～令和3年３月

延床面積20,502㎡の総合庁舎

宮古島市総合庁舎整備事業事業名 ： 

市民の利便性の向上や業務の効率化を図り、かつ災害時における災害対策拠点となる総合庁舎の整備
を行う。また、保健センターを併設することで、包括的なサービスの提供を行うとともに、公共施設の集
約化を図る。

事業規模

県内大型プロジェクトの動向　vol.118

県内大型プロジェクトの動向

種     別 ： 公共　民間　3セク

■基本理念
　結いのこころつなぎ　市民に親しまれる総合庁舎
■基本方針
１）使いやすい総合庁舎
　市民にとって、スムーズにサービスが受けられる、わかりやすい総合庁舎を目指す。ま
た、高いアクセス性の確保、ユニバーサルデザインの導入などにより、誰もが利用しやす
く、利用者に優しい総合庁舎を目指す。市政の中心として、市の取り組みや議会がより身
近に感じられ、市民との協働のまちづくりを促進する情報発信の場となるような、開かれ
た総合庁舎を目指す。
２）安心と信頼のある総合庁舎
　通常時は市民生活を支える存在となり、プライバシーや個人情報の保護に配慮した総
合庁舎を目指します。また災害時には防災拠点となり、災害への対応が迅速・的確にでき
る安心で安全な市民生活の支えとなる総合庁舎を目指す。
３）多様で新たなニーズに対応できる機能的な総合庁舎
　新時代に対応できる工夫やより迅速で的確な行政サービスの提供や市政の運営のた
め、効率的なスペース活用を実現し、総合庁舎ならではの包括的なサービスが提供できる
総合庁舎を目指す。また、保健センターを併設又は複合施設として整備することで、市民
の健康増進、福祉の向上に貢献する機能も備えた総合庁舎を目指す。

（イメージは宮古島市企画政策部振興開発プロジェクト局提供）

外観イメージパース

東側より

南側より

北側より

（配置図は宮古島市企画政策部振興開発プロジェクト局提供）

４）シンプルで経済的な総合庁舎
　総合庁舎においては、財政の負担軽減を考慮した事業計画とする。また、環境負荷低減
のため省エネルギー化への取り組みを推進し、シンプルで経済的な総合庁舎を目指す。

設計趣旨

（ 続 き ）

・平成29年 8 月　宮古島市総合庁舎整備事業基本構想策定
・平成29年11月　宮古島市総合庁舎整備事業基本計画策定
・平成29年12月～平成31年1月　基本設計・実施設計
・平成31年 1 月　建設予定地に関する国有地売買契約締結
・平成31年 1 月　造成工事着手
・平成31年 4 月　庁舎建設工事着手

経 緯

・宮古島市は平成17年の合併以降、各旧市町村の既存庁舎を利用するかたちで行政機能及び窓
口機能を分散し、行政サービスを提供してきた。そのため、庁舎間の移動に伴う利用者の負担
や行政運営上の非効率性など市民サービスに支障をきたすことがあり、さらに分庁舎方式で
あるため、各庁舎間の職員移動コスト等が多額になるなどの課題がある。
・それらに加え、既存の７つの庁舎のうち４つは築30年以上が経過しており、老朽化や狭隘化、
バリアフリー対応不足が多く見られる。中でも平良第二庁舎、上水道庁舎、伊良部庁舎は建築
基準法の旧耐震基準の建築物であり、来庁者や職員の安全性を確保する観点からも、早急に建
て替えの検討を要する状態となっている。
・重ねて、東日本大震災後の防災・減災に対する意識の高揚から、それらに対応する行政サービ
ス、及び防災拠点の必要性や少子高齢化に対応できる庁舎機能の効率性の向上など、新たな社
会のニーズも生まれてきている。
・また、以前より建設が計画されている保健センターについても総合庁舎に併設又は複合施設
として整備する事で、連携を強化すると共に市民の利便性の向上に努め、より総合的なニーズ
へ応えることも検討している。

現況及び

見 通 し

熟 度 □構想段階　□計画段階　□工事段階　□開業・供用段階

進捗状況 ・平成31年度当初予算にて約50億6,700万円を計上し、現在、庁舎建築が進行している。
所 在 地：宮古島市平良字西里1140番地
庁 舎 棟：延床面積 13,250㎡
            構造規模 鉄筋コンクリート造 ４階
議 会 棟：延床面積 4,479㎡
            構造規模 鉄筋コンクリート造 ４屋
車庫棟他：延床面積 2,773㎡
　　　　  構造規模 鉄筋コンクリート造 ２階
敷地面積：35,664㎡
建築面積：9,400㎡
延床面積：20,502㎡
高　　さ：19.56ｍ

県内大型プロジェクトの動向   vo l .118
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消費関連
百貨店売上高は、食料品の減少や訪日外国人減少の影響などから４カ月連続で前年を下回った。スー

パー売上高は、消費税率引き上げ前の駆け込み需要がみられ、食料品が全般的に増加し、住居関連でも
家電や日用品が増加したことなどから、既存店ベースは３カ月ぶりに前年を上回った。全店ベースは12
カ月連続で前年を上回った。新車販売台数は、自家用車で駆け込み需要がみられ、乗用車や貨物車・その
他が増加したことから、２カ月連続で前年を上回った。電気製品卸売販売額は、テレビは減少したもの
の、全体的には駆け込み需要などで好調に推移したことから、４カ月連続で前年を上回った。
先行きは、消費税率引き上げ前の駆け込み需要による反動から、耐久消費財や日用品などを中心に弱

含むとみられる。

公共工事請負金額は、国、県は増加したが、市町村、独立行政法人等・その他は減少したことから、２カ
月連続で前年を下回った。建築着工床面積（８月）は、非居住用は減少したものの、居住用は増加したこ
とから２カ月連続で前年を上回った。新設住宅着工戸数（８月）は、給与は減少したが、持家、貸家、分譲
は増加したことから５カ月ぶりに前年を上回った。県内主要建設会社の受注額は、公共工事、民間工事
ともに減少したことから４カ月連続で前年を下回った。建設資材関連では、セメントは２カ月ぶりに前
年を上回り、生コンは公共工事向けは減少したものの、民間工事向けは増加したことから前年を上回っ
た。鋼材は公共工事の進捗により出荷が増加したことから前年を上回り、木材は住宅関連工事向けの出
荷増などから前年を上回った。
先行きは、貸家で弱さがあるものの、宿泊施設や社屋などの民間工事を中心に引き続き高水準で推移

することが予想され、概ね好調な動きが続くものとみられる。

建設関連

入域観光客数は、２カ月ぶりに前年を上回った。国内客は前年を上回り、外国客は前年を下回った。外
国客は、空路利用客は減少し、海路利用客は増加した。方面別に寄与度でみると中国本土、香港は増加し、
台湾、韓国は減少した。県内主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。主要観光施
設入場者数は２カ月連続で前年を下回った。ゴルフ場は、入場者数、売上高ともに前年を下回った。
先行きは、アジア方面からの外国客の旅行需要は依然として根強いことや航空路線の拡充などがあ

るが、一方で韓国からの観光客の大幅な減少が継続するものとみられ、概ね好調に推移するものとみら
れる。

観光関連

新規求人数は、前年同月比7.1％増となり２カ月ぶりに前年を上回った。産業別にみると、医療・福祉
や生活関連サービス業・娯楽業などで増加し、情報通信業や不動産業などで減少した。有効求人倍率（季
調値）は1.19倍と、前月より0.02ポイント低下した。完全失業率（季調値）は3.2％と、前月より0.1％ポイ
ント悪化した。
消費者物価指数は、食料や諸雑費などの上昇により、前年同月比0.4％増と36カ月連続で前年を上

回った。
企業倒産は、件数が９件で前年同月を７件上回った。負債総額は10億4,500万円で前年同月比152.4％

増となった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

９月の県内景気をみると、消費関連では、百貨店は食料品の減少や訪日外国人減少の

影響などから前年を下回り、スーパーは消費税率引き上げ前の駆け込み需要がみられ、

食料品が全般的に増加し、住居関連でも家電や日用品が増加したことなどから前年を

上回った。耐久消費財では、新車販売は自家用車で駆け込み需要がみられ、乗用車や貨

物車・その他が増加したことから前年を上回り、電気製品卸売は全体的には駆け込み需

要などで好調に推移したことから前年を上回った。

建設関連では、公共工事は市町村、独立行政法人等・その他は減少したことから前年

を下回った。建築着工床面積は居住用は増加したことから前年を上回った。新設住宅着

工戸数は持家、貸家、分譲は増加したことから前年を上回った。建設受注額は公共工事、

民間工事ともに減少したことから前年を下回った。

観光関連では、入域観光客数は前年を上回った。国内客は前年を上回ったが、外国客

は前年を下回った。主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。

総じてみると、消費関連は好調となり（※上方修正）、観光関連は概ね好調となり（※

下方修正）、建設関連は概ね好調なことから（※変わらず）、県内景気は拡大している。

景気は、拡大している

消費関連では、電気製品卸売販売額が前年を上回る

観光関連では、入域観光客数が前年を上回る
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消費関連
百貨店売上高は、食料品の減少や訪日外国人減少の影響などから４カ月連続で前年を下回った。スー

パー売上高は、消費税率引き上げ前の駆け込み需要がみられ、食料品が全般的に増加し、住居関連でも
家電や日用品が増加したことなどから、既存店ベースは３カ月ぶりに前年を上回った。全店ベースは12
カ月連続で前年を上回った。新車販売台数は、自家用車で駆け込み需要がみられ、乗用車や貨物車・その
他が増加したことから、２カ月連続で前年を上回った。電気製品卸売販売額は、テレビは減少したもの
の、全体的には駆け込み需要などで好調に推移したことから、４カ月連続で前年を上回った。
先行きは、消費税率引き上げ前の駆け込み需要による反動から、耐久消費財や日用品などを中心に弱

含むとみられる。

公共工事請負金額は、国、県は増加したが、市町村、独立行政法人等・その他は減少したことから、２カ
月連続で前年を下回った。建築着工床面積（８月）は、非居住用は減少したものの、居住用は増加したこ
とから２カ月連続で前年を上回った。新設住宅着工戸数（８月）は、給与は減少したが、持家、貸家、分譲
は増加したことから５カ月ぶりに前年を上回った。県内主要建設会社の受注額は、公共工事、民間工事
ともに減少したことから４カ月連続で前年を下回った。建設資材関連では、セメントは２カ月ぶりに前
年を上回り、生コンは公共工事向けは減少したものの、民間工事向けは増加したことから前年を上回っ
た。鋼材は公共工事の進捗により出荷が増加したことから前年を上回り、木材は住宅関連工事向けの出
荷増などから前年を上回った。
先行きは、貸家で弱さがあるものの、宿泊施設や社屋などの民間工事を中心に引き続き高水準で推移

することが予想され、概ね好調な動きが続くものとみられる。

建設関連

入域観光客数は、２カ月ぶりに前年を上回った。国内客は前年を上回り、外国客は前年を下回った。外
国客は、空路利用客は減少し、海路利用客は増加した。方面別に寄与度でみると中国本土、香港は増加し、
台湾、韓国は減少した。県内主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。主要観光施
設入場者数は２カ月連続で前年を下回った。ゴルフ場は、入場者数、売上高ともに前年を下回った。
先行きは、アジア方面からの外国客の旅行需要は依然として根強いことや航空路線の拡充などがあ

るが、一方で韓国からの観光客の大幅な減少が継続するものとみられ、概ね好調に推移するものとみら
れる。

観光関連

新規求人数は、前年同月比7.1％増となり２カ月ぶりに前年を上回った。産業別にみると、医療・福祉
や生活関連サービス業・娯楽業などで増加し、情報通信業や不動産業などで減少した。有効求人倍率（季
調値）は1.19倍と、前月より0.02ポイント低下した。完全失業率（季調値）は3.2％と、前月より0.1％ポイ
ント悪化した。
消費者物価指数は、食料や諸雑費などの上昇により、前年同月比0.4％増と36カ月連続で前年を上

回った。
企業倒産は、件数が９件で前年同月を７件上回った。負債総額は10億4,500万円で前年同月比152.4％

増となった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

９月の県内景気をみると、消費関連では、百貨店は食料品の減少や訪日外国人減少の

影響などから前年を下回り、スーパーは消費税率引き上げ前の駆け込み需要がみられ、

食料品が全般的に増加し、住居関連でも家電や日用品が増加したことなどから前年を

上回った。耐久消費財では、新車販売は自家用車で駆け込み需要がみられ、乗用車や貨

物車・その他が増加したことから前年を上回り、電気製品卸売は全体的には駆け込み需

要などで好調に推移したことから前年を上回った。

建設関連では、公共工事は市町村、独立行政法人等・その他は減少したことから前年

を下回った。建築着工床面積は居住用は増加したことから前年を上回った。新設住宅着

工戸数は持家、貸家、分譲は増加したことから前年を上回った。建設受注額は公共工事、

民間工事ともに減少したことから前年を下回った。

観光関連では、入域観光客数は前年を上回った。国内客は前年を上回ったが、外国客

は前年を下回った。主要ホテルは、稼働率、売上高、宿泊収入ともに前年を下回った。

総じてみると、消費関連は好調となり（※上方修正）、観光関連は概ね好調となり（※

下方修正）、建設関連は概ね好調なことから（※変わらず）、県内景気は拡大している。

景気は、拡大している

消費関連では、電気製品卸売販売額が前年を上回る

観光関連では、入域観光客数が前年を上回る
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（注1） 公共工事請負金額は西日本建設業保証株式会社沖縄支店調べ。建築着工床面積、新設住宅着工戸数は国土交通省調べ。

県内新規求人数、有効求人倍率は沖縄労働局調べ。入域観光客数、消費者物価指数は沖縄県調べ。

企業倒産件数は東京商工リサーチ沖縄支店調べ。Ｐは速報値。

（注2） 百貨店は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

（注3） 2012年５月より外国客の入域観光客数を掲載した。

（注4） 主要ホテルは、2019年8月より調査先を25ホテルから28ホテルとした。

（注5） 2016年７月より企業倒産件数の前年同期差は、３カ月の累計件数の差とする。

（注6） 建設受注額は、2018年2月より調査先を19社から18社とした。

2019.9 りゅうぎん調査
項目別グラフ　単月 2019.9

項目別グラフ　3カ月 2019.7～2019.9

2019.7－2019.9

（注） 広告収入は19年8月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。Pは速報値。

（注） 広告収入は19年6月～19年8月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。
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（注1） 公共工事請負金額は西日本建設業保証株式会社沖縄支店調べ。建築着工床面積、新設住宅着工戸数は国土交通省調べ。

県内新規求人数、有効求人倍率は沖縄労働局調べ。入域観光客数、消費者物価指数は沖縄県調べ。

企業倒産件数は東京商工リサーチ沖縄支店調べ。Ｐは速報値。

（注2） 百貨店は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

（注3） 2012年５月より外国客の入域観光客数を掲載した。

（注4） 主要ホテルは、2019年8月より調査先を25ホテルから28ホテルとした。

（注5） 2016年７月より企業倒産件数の前年同期差は、３カ月の累計件数の差とする。

（注6） 建設受注額は、2018年2月より調査先を19社から18社とした。

2019.9 りゅうぎん調査
項目別グラフ　単月 2019.9

項目別グラフ　3カ月 2019.7～2019.9

2019.7－2019.9

（注） 広告収入は19年8月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。Pは速報値。

（注） 広告収入は19年6月～19年8月分。数値は前年比（％）。
　　 ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。
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（注）2014年9月より調査先百貨店が一部変更となった。

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】

5 電気製品卸売販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

※棒グラフは品目別寄与度

４カ月連続で減少
・百貨店売上高は、前年同月比5.9％減と４
カ月連続で前年を下回った。食料品は台
風17号接近の影響で催事売上などが減少
した。消費税率引き上げを前に、高級雑貨
や外商など一部で駆け込み需要がみられ
たものの、訪日外国人の減少や販促効果
が鈍かったことなどから、呉服を除く衣
料品や、靴・バッグなどの身の回り品、家
庭用品・その他の化粧品などを中心に減
少した。
・品目別にみると、食料品（同5.1％減）、衣料
品（同4.6％減）、身の回り品（同7.2％減）、
家庭用品・その他（同7.2％減）のすべての
項目で減少した。

・スーパー売上高は、消費税率引き上げ前

の駆け込み需要がみられ、既存店ベース

では、前年同月比8.1％増と３カ月ぶりに

前年を上回った。

・食料品は、酒のまとめ買いなど全般的に

増加したことから同5.1％増となった。衣

料品は、前年に台風接近による臨時休業

があった反動増もみられ同6.1％増となっ

た。住居関連は、家電や日用品の増加など

から同20.1％増となった。

・全店ベースでは、同10.2％増と12カ月連続

で前年を上回った。

全店ベースは12カ月連続で増加

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は１万8,547

台で前年同月比12.6％増と、２カ月ぶり

に前年上回った。

・内訳では、普通自動車は7,176台（同

17.9％増）、軽自動車は１万1,371台（同

9.5％増）となった。

２カ月ぶりに増加

・電気製品卸売販売額は、テレビは減少し

たものの、全体的には消費税率引き上げ

前の駆け込み需要がみられて好調に推

移したことなどから、前年同月比38.8％

増と４カ月連続で前年を上回った。

・品目別にみると、ＡＶ商品ではＢＤレ

コーダーが同2.5％増、テレビが同6.1％

減、白物では洗濯機が同17.0％増、冷蔵

庫が同68.4％増、エアコンが同32.8％増、

その他は同50.5％増となった。

４カ月連続で増加

・新車販売台数は4,744台となり、前年同月

比12.8％増と２カ月連続で前年を上回っ

た。レンタカーは減少したが、自家用車で

は消費税率引き上げ前の駆け込み需要が

みられ、普通・小型・軽乗用車が増加し、貨

物車・その他でも軽貨物車や小型貨物車

が増加したことから、前年を上回った。

・普通自動車（登録車）は2,149台（同20.0％

増）で、うち普通乗用車は893台（同35.5％

増）、小型乗用車は909台（同11.8％増）で

あった。軽自動車（届出車）は2,595台（同

7.5％増）で、うち軽乗用車2,075台（同

2.2％増）であった。

２カ月連続で増加
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（注）2014年9月より調査先百貨店が一部変更となった。

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】

5 電気製品卸売販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

※棒グラフは品目別寄与度

４カ月連続で減少
・百貨店売上高は、前年同月比5.9％減と４
カ月連続で前年を下回った。食料品は台
風17号接近の影響で催事売上などが減少
した。消費税率引き上げを前に、高級雑貨
や外商など一部で駆け込み需要がみられ
たものの、訪日外国人の減少や販促効果
が鈍かったことなどから、呉服を除く衣
料品や、靴・バッグなどの身の回り品、家
庭用品・その他の化粧品などを中心に減
少した。
・品目別にみると、食料品（同5.1％減）、衣料
品（同4.6％減）、身の回り品（同7.2％減）、
家庭用品・その他（同7.2％減）のすべての
項目で減少した。

・スーパー売上高は、消費税率引き上げ前

の駆け込み需要がみられ、既存店ベース

では、前年同月比8.1％増と３カ月ぶりに

前年を上回った。

・食料品は、酒のまとめ買いなど全般的に

増加したことから同5.1％増となった。衣

料品は、前年に台風接近による臨時休業

があった反動増もみられ同6.1％増となっ

た。住居関連は、家電や日用品の増加など

から同20.1％増となった。

・全店ベースでは、同10.2％増と12カ月連続

で前年を上回った。

全店ベースは12カ月連続で増加

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は１万8,547

台で前年同月比12.6％増と、２カ月ぶり

に前年上回った。

・内訳では、普通自動車は7,176台（同

17.9％増）、軽自動車は１万1,371台（同

9.5％増）となった。

２カ月ぶりに増加

・電気製品卸売販売額は、テレビは減少し

たものの、全体的には消費税率引き上げ

前の駆け込み需要がみられて好調に推

移したことなどから、前年同月比38.8％

増と４カ月連続で前年を上回った。

・品目別にみると、ＡＶ商品ではＢＤレ

コーダーが同2.5％増、テレビが同6.1％

減、白物では洗濯機が同17.0％増、冷蔵

庫が同68.4％増、エアコンが同32.8％増、

その他は同50.5％増となった。

４カ月連続で増加

・新車販売台数は4,744台となり、前年同月

比12.8％増と２カ月連続で前年を上回っ

た。レンタカーは減少したが、自家用車で

は消費税率引き上げ前の駆け込み需要が

みられ、普通・小型・軽乗用車が増加し、貨

物車・その他でも軽貨物車や小型貨物車

が増加したことから、前年を上回った。

・普通自動車（登録車）は2,149台（同20.0％

増）で、うち普通乗用車は893台（同35.5％

増）、小型乗用車は909台（同11.8％増）で

あった。軽自動車（届出車）は2,595台（同

7.5％増）で、うち軽乗用車2,075台（同

2.2％増）であった。

２カ月連続で増加
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出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積（前年同月比）

出所：国土交通省

3 新設住宅着工戸数（前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、325億3,346万円で、

国、県は増加したが、市町村、独立行政法

人等・その他は減少したことから、前年同

月比12.5％減となり、２カ月連続で前年を

下回った。

・発注者別では、国（同0.1％増）、県（同

27.6％増）は増加し、市町村（同34.4％減）、

独立行政法人等・その他（同47.5％減）は減

少した。

２カ月連続で減少
・建設受注額（調査先建設会社：18社、速報

値）は、公共工事、民間工事ともに減少し

たことから、前年同月比49.8％減と４カ

月連続で前年を下回った。

・発注者別では、公共工事（同65.6％減）は

２カ月ぶりに減少し、民間工事（同9.9％

減）は４カ月連続で減少した。

４カ月連続で減少

・セメント出荷量は８万2,270トンとなり、
前年同月比8.7％増と２カ月ぶりに前年
を上回った。
・生コン出荷量は13万6,234㎥で同1.7％増
となり、公共工事向けは減少したものの、
民間工事向けは増加したことから、２カ
月ぶりに前年を上回った。
・生コン出荷量を出荷先別にみると、公共
工事では、学校関連向けなどが増加し、
空港関連向けや防衛省向けなどが減少
した。民間工事では、宿泊施設向けや社
屋関連向けなどが増加し、貸家向けなど
が減少した。

・鋼材売上高は、公共工事の進捗により出

荷が増加したことなどから前年同月比

19.3％増と６カ月連続で前年を上回っ

た。

・木材売上高は、住宅関連工事向けの出荷

が増加したことなどから同34.4％増と

３カ月連続で前年を上回った。

セメントは２カ月ぶりに増加、
生コンは２カ月ぶりに増加

鋼材は６カ月連続で増加、
木材は３カ月連続で増加

・建築着工床面積（８月）は18万4,177㎡と

なり、非居住用は減少したものの、居住用

は増加したことから、前年同月比0.6％増

と２カ月連続で前年を上回った。用途別

では、居住用は同38.9％増となり、非居住

用は同33.8％減となった。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では、居住専用は増加したが、

居住産業併用は減少した。非居住用では、

飲食店・宿泊業用が増加し、その他のサー

ビス業用や教育・学習支援業用などが減

少した。

２カ月連続で増加

・新設住宅着工戸数（８月）は1,683戸となり、

給与は減少したが、持家、貸家、分譲は増

加したことから前年同月比25.5％増と５

カ月ぶりに前年を上回った。

・利用関係別では、持家（315戸）が同43.8％

増、貸家（1,050戸）が同7.4％増、分譲（318

戸）が同165.0％増と増加し、給与（0戸）が

全減と減少した。

５カ月ぶりに増加
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出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積（前年同月比）

出所：国土交通省

3 新設住宅着工戸数（前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、325億3,346万円で、

国、県は増加したが、市町村、独立行政法

人等・その他は減少したことから、前年同

月比12.5％減となり、２カ月連続で前年を

下回った。

・発注者別では、国（同0.1％増）、県（同

27.6％増）は増加し、市町村（同34.4％減）、

独立行政法人等・その他（同47.5％減）は減

少した。

２カ月連続で減少
・建設受注額（調査先建設会社：18社、速報

値）は、公共工事、民間工事ともに減少し

たことから、前年同月比49.8％減と４カ

月連続で前年を下回った。

・発注者別では、公共工事（同65.6％減）は

２カ月ぶりに減少し、民間工事（同9.9％

減）は４カ月連続で減少した。

４カ月連続で減少

・セメント出荷量は８万2,270トンとなり、
前年同月比8.7％増と２カ月ぶりに前年
を上回った。
・生コン出荷量は13万6,234㎥で同1.7％増
となり、公共工事向けは減少したものの、
民間工事向けは増加したことから、２カ
月ぶりに前年を上回った。
・生コン出荷量を出荷先別にみると、公共
工事では、学校関連向けなどが増加し、
空港関連向けや防衛省向けなどが減少
した。民間工事では、宿泊施設向けや社
屋関連向けなどが増加し、貸家向けなど
が減少した。

・鋼材売上高は、公共工事の進捗により出

荷が増加したことなどから前年同月比

19.3％増と６カ月連続で前年を上回っ

た。

・木材売上高は、住宅関連工事向けの出荷

が増加したことなどから同34.4％増と

３カ月連続で前年を上回った。

セメントは２カ月ぶりに増加、
生コンは２カ月ぶりに増加

鋼材は６カ月連続で増加、
木材は３カ月連続で増加

・建築着工床面積（８月）は18万4,177㎡と

なり、非居住用は減少したものの、居住用

は増加したことから、前年同月比0.6％増

と２カ月連続で前年を上回った。用途別

では、居住用は同38.9％増となり、非居住

用は同33.8％減となった。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では、居住専用は増加したが、

居住産業併用は減少した。非居住用では、

飲食店・宿泊業用が増加し、その他のサー

ビス業用や教育・学習支援業用などが減

少した。

２カ月連続で増加

・新設住宅着工戸数（８月）は1,683戸となり、

給与は減少したが、持家、貸家、分譲は増

加したことから前年同月比25.5％増と５

カ月ぶりに前年を上回った。

・利用関係別では、持家（315戸）が同43.8％

増、貸家（1,050戸）が同7.4％増、分譲（318

戸）が同165.0％増と増加し、給与（0戸）が

全減と減少した。

５カ月ぶりに増加
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1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【外国客】（実数、前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は8施設（うち県外客については6施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、80万9,300人（前年同月

比1.0％増）となり、２カ月ぶりに前年を上

回った。

・路線別では、空路は71万100人（同1.1％

減）となり２カ月連続で前年を下回った。

海路は９万9,200人（同18.8％増）となり２

カ月ぶりに前年を上回った。

・国内客は、59万600人（同3.4％増）となり、

12カ月連続で前年を上回った。

２カ月ぶりに前年を上回る

・主要ホテル売上高（速報値）のうち宿泊

収入は、販売客室数（数量要因）、宿泊客

室単価（価格要因）ともに低下し、前年

同月比14.4％減と３カ月連続で前年を

下回った。

・那覇市内ホテル（速報値）は、販売客室数、

宿泊客室単価ともに低下し、同13.1％減

と２カ月連続で前年を下回った。リ

ゾート型ホテルは、販売客室数、宿泊客

室単価ともに低下し、同14.7％減と４カ

月連続で前年を下回った。

３カ月連続で減少

・主要観光施設の入場者数は、前年同月比

7.6％減となり、２カ月連続で前年を下

回った。

２カ月連続で減少

・主要ゴルフ場の入場者数は、前年同月比

0.8％減と３カ月ぶりに前年を下回った。

県内客は２カ月連続で前年を上回り、

県外客は４カ月ぶりに前年を下回った。

・売上高は同4.0％減と３カ月ぶりに前年

を下回った。

・台風や大雨などの悪天候によるクロー

ズの影響があった。

入場者数、売上高ともに減少

・入域観光客数（外国客）は、21万8,700人

（前年同月比5.1％減）となり、２カ月連続

で前年を下回った。空路は12万800人（同

18.8％減）と２カ月連続で前年を下回り、

海路は９万7,900人（同19.7％増）と２カ月

ぶりに前年を上回った。

・国籍別では、台湾７万9,600人（同2.6％減）、

中国本土６万5,300人（同24.9％増）、香港

２万1,300人（同13.3％増) 、韓国8,400人

（同79.1％減）、その他４万4,100人(同

17.6％増)となった。

２カ月連続で前年を下回る

・主要ホテル（速報値）は、客室稼働率は

72.6％となり、前年同月比7.0％ポイント

低下して２カ月連続で前年を下回った。

売上高は同12.2％減と４カ月連続で前年

を下回った。

・那覇市内ホテル（速報値）は、客室稼働率

は81.2％と同7.0％ポイント低下して２カ

月連続で前年を下回り、売上高は同12.5％

減と３カ月連続で前年を下回った。リ

ゾート型ホテルは、客室稼働率は69.0％と

同7.0％ポイント低下して２カ月連続で前

年を下回り、売上高は同12.1％減と４カ月

連続で前年を下回った。

稼働率は２カ月連続で低下、
売上高は４カ月連続で減少
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1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【外国客】（実数、前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は8施設（うち県外客については6施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、80万9,300人（前年同月

比1.0％増）となり、２カ月ぶりに前年を上

回った。

・路線別では、空路は71万100人（同1.1％

減）となり２カ月連続で前年を下回った。

海路は９万9,200人（同18.8％増）となり２

カ月ぶりに前年を上回った。

・国内客は、59万600人（同3.4％増）となり、

12カ月連続で前年を上回った。

２カ月ぶりに前年を上回る

・主要ホテル売上高（速報値）のうち宿泊

収入は、販売客室数（数量要因）、宿泊客

室単価（価格要因）ともに低下し、前年

同月比14.4％減と３カ月連続で前年を

下回った。

・那覇市内ホテル（速報値）は、販売客室数、

宿泊客室単価ともに低下し、同13.1％減

と２カ月連続で前年を下回った。リ

ゾート型ホテルは、販売客室数、宿泊客

室単価ともに低下し、同14.7％減と４カ

月連続で前年を下回った。

３カ月連続で減少

・主要観光施設の入場者数は、前年同月比

7.6％減となり、２カ月連続で前年を下

回った。

２カ月連続で減少

・主要ゴルフ場の入場者数は、前年同月比

0.8％減と３カ月ぶりに前年を下回った。

県内客は２カ月連続で前年を上回り、

県外客は４カ月ぶりに前年を下回った。

・売上高は同4.0％減と３カ月ぶりに前年

を下回った。

・台風や大雨などの悪天候によるクロー

ズの影響があった。

入場者数、売上高ともに減少

・入域観光客数（外国客）は、21万8,700人

（前年同月比5.1％減）となり、２カ月連続

で前年を下回った。空路は12万800人（同

18.8％減）と２カ月連続で前年を下回り、

海路は９万7,900人（同19.7％増）と２カ月

ぶりに前年を上回った。

・国籍別では、台湾７万9,600人（同2.6％減）、

中国本土６万5,300人（同24.9％増）、香港

２万1,300人（同13.3％増) 、韓国8,400人

（同79.1％減）、その他４万4,100人(同

17.6％増)となった。

２カ月連続で前年を下回る

・主要ホテル（速報値）は、客室稼働率は

72.6％となり、前年同月比7.0％ポイント

低下して２カ月連続で前年を下回った。

売上高は同12.2％減と４カ月連続で前年

を下回った。

・那覇市内ホテル（速報値）は、客室稼働率

は81.2％と同7.0％ポイント低下して２カ

月連続で前年を下回り、売上高は同12.5％

減と３カ月連続で前年を下回った。リ

ゾート型ホテルは、客室稼働率は69.0％と

同7.0％ポイント低下して２カ月連続で前

年を下回り、売上高は同12.1％減と４カ月

連続で前年を下回った。

稼働率は２カ月連続で低下、
売上高は４カ月連続で減少
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雇用関連・その他

出所：沖縄労働局

（注）有効求人倍率は、2018年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】（前年同月比）

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度
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4 広告収入【マスコミ】（前年同月比） ※棒グラフはメディア別寄与度
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出所：沖縄気象台

・平均気温は28 . 0℃となり、前年同月

（28.4℃）より低く、平年（27.6℃）より高

かった。降水量は477.5ｍｍで前年同月

（334.5ｍｍ）より多かった。

・台風第13号、第17号、第18号、湿った空気

などの影響で曇りや雨の日が多く、大荒れ

の天気となった所があった。平均気温は平

年より高く、降水量は平年より多く、日照

時間は平年よりかなり少なかった。

気象：平均気温・降水量【那覇】参考

出所：沖縄県（注1）端数処理の関係で寄与度の合計は前年比と一致しないことがある。
　　　　　 （注2）2016年7月より2015年=100に改定された。

（注）負債総額1,000万円以上

・新規求人数は、前年同月比7.1％増となり

２カ月ぶりに前年を上回った。産業別に

みると、医療・福祉や生活関連サービス

業・娯楽業などで増加し、情報通信業や不

動産業などで減少した。有効求人倍率（季

調値）は1.19倍と、前月より0.02ポイント

低下した。

・労働力人口は、74万6,000人で同4.2％増と

なり、就業者数は、72万2,000人で同4.9％

増となった。完全失業者数は２万4,000人

で同14.3％減となり、完全失業率（季調値）

は3.2％と、前月より0.1％ポイント悪化し

た。

新規求人数は増加、
有効求人倍率（季調値）は低下

・消費者物価指数は、前年同月比0.4％増と

36カ月連続で前年を上回った。生鮮食品

を除く総合は同0.5％増と前年を上回った。

・品目別の動きをみると、食料や諸雑費な

どは上昇し、交通・通信などは下落した。

36カ月連続で上昇

・倒産件数は、９件で前年同月比７件増と

なった。業種別では、サービス業５件（前

年同月比４件増）、農業１件（同１件増）、

製造業１件（同１件増）、卸売業１件（同１

件増）、運輸業１件（同１件増）となった。

・負債総額は、10億4,500万円となり、同

152.4％増となった。

件数、負債総額ともに増加

・広告収入（マスコミ：８月）は、前年同月比

0.3％増と２カ月連続で前年を上回った。

・消費税率引き上げの告知などの広告が増

加した。

２カ月連続で増加

20192018

34



雇用関連・その他

出所：沖縄労働局

（注）有効求人倍率は、2018年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

出所：東京商工リサーチ沖縄支店
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2 消費者物価指数【総合】（前年同月比）

3 企業倒産
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動産業などで減少した。有効求人倍率（季

調値）は1.19倍と、前月より0.02ポイント

低下した。

・労働力人口は、74万6,000人で同4.2％増と

なり、就業者数は、72万2,000人で同4.9％

増となった。完全失業者数は２万4,000人

で同14.3％減となり、完全失業率（季調値）

は3.2％と、前月より0.1％ポイント悪化し
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36カ月連続で前年を上回った。生鮮食品

を除く総合は同0.5％増と前年を上回った。

・品目別の動きをみると、食料や諸雑費な

どは上昇し、交通・通信などは下落した。

36カ月連続で上昇

・倒産件数は、９件で前年同月比７件増と

なった。業種別では、サービス業５件（前

年同月比４件増）、農業１件（同１件増）、

製造業１件（同１件増）、卸売業１件（同１
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沖縄タイムスに掲載のコラム
[注：所属部署、　役職は執筆時のものです。  ]

出所：全国銀行協会

学びバンク

りゅうぎん調査　学びバンク

36 3736

　2017年5月に自転車活用推進法が施行されまし
た。これにより国土交通省では、主に①交通手段とし
ての環境整備②日常使い、スポーツによる健康増進③
観光、イベントでの利用（サイクルツーリズム）④安心・
安全な自転車社会の実現―の四つの取り組みを推進し
ています。中でもサイクルツーリズムは全国的に関心
が高く、各地で取組みが始まっています。
　広島県と愛媛県を結ぶ「しまなみ海道」では、路
面表示により約70キロメートルのサイクルルート
が形成され、瀬戸内海の島々の風景を楽しむことが
できます。国内客だけでなく、台湾などの外国客も
多く訪れており、自転車の貸し出しを行うレンタサ
イクル事業も充実しています。
　ルートの途中に複数のレンタサイクルターミナル
が設置され、自分の体力に合わせて返却が可能です。
滋賀県では、琵琶湖を一周できる「ぐるっとびわ湖
サイクルライン（193キロメートル）」を選定し、認
定証の発行や湖上交通との連携等が行われています。
　県内においても、連続したサイクルルートを整備
し、自転車で観光地を訪れることで、豊かな自然環
境や風土、文化をより感じることができるのではな
いでしょうか。既に本島北部を中心に自転車専用道
路等の整備が進められています。自転車は気軽に利
用できるところが魅力で、高性能自転車の普及で一
般の観光客でも長距離走行が可能となっています。
県内を周遊する際、交通渋滞の影響を受けない観光
のコンテンツとしてサイクルツーリズムは有効だと
考えます。

　最近の日韓関係の冷え込みにより、日本を訪れ
る韓国人観光客の減少が報道されています。日本
政府観光局（JNTO）が公表した訪日外客数では、
2019年 8月に日本を訪れた韓国人観光客数は、
前年の同月と比べて48.0％減少し、話題となりま
した。
　外国人観光客数に占める韓国人観光客数の構成比
は地域によって大きく異なります。日本全体でみる
と、中国が一番多く、次いで韓国、台湾、香港の順
となり、韓国人観光客の構成比は24％前後です。
九州（沖縄は含まず）は、韓国が一番多く、次いで
中国、台湾、香港の順となり、韓国人観光客の構成
比は50％前後にも及びます。
　沖縄は、台湾が一番多く、次いで中国、韓国、香
港の順となり、韓国人観光客の構成比は19％前後
です。この構成比をみると、九州の観光産業に与え
るマイナスの影響はより深刻だと言えます。沖縄の
構成比は九州より低いものの約2割を占めており、
今後のマイナスの影響が懸念されています。
　実際に県内でも韓国・沖縄間の航空便の運休や、
韓国プロ野球キャンプ中止などマイナスの動きが出
始めています。沖縄県は誘客の一環として 10月
に知事と県内観光関係者が韓国訪問を計画していま
す。また、沖縄観光コンベンションビューロー（Ｏ
ＣＶＢ）はソウル市内での商談会開催や沖縄旅行を
喚起するキャンペーンを打ち出すことを計画してい
ます。韓国人観光客の減少を抑えるためさまざまな
対策が行われており、その効果に期待が集まってい
ます。　

韓国人観光客減 サイクルツーリズム

りゅうぎん総合研究所　調査研究部長
武田　智夫

りゅうぎん総合研究所　研究員
及川　洋平

誘客へ知事ら今月訪韓 気軽さ魅力　観光に有効
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　10月１日の消費税率引き上げに伴い、自動車の税
金が変わりました。主な変更点は①新車の自動車税
の恒久減税②自動車取得税の廃止および環境性能割
の導入―です。
　自動車税は、自動車の所有者が毎年納める税金で
す。減税対象となったのは、10月１日以降に購入
する新車で自家用乗用車の登録車です。新しい税額
は排気量に応じて定められ、排気量が少ないほど減
税額は大きくなります（年間最大4,500円の減税）。
一方、軽自動車税は据え置きとなりました。
　自動車の購入時にかかる税金としては、自動車取
得税が廃止され、環境性能割が導入されました。省
エネ法が定める燃費基準達成度等に応じて、自家用
の登録車には0～3％、軽自動車・営業用登録車に
は0～2％の税率を自動車の取得価額に対して課税
するものです。税率は、燃費が良いほど低く設定さ
れています。
　消費税率引き上げ前後の需要平準化を図るため、
環境性能割には、19年10月１日から20年9月
30日の間に自家用乗用車（登録車・軽自動車）を購
入する場合、税率を1％分軽減する臨時的措置が設
けられています。さらに、エコカー減税やグリーン
化特例の期限も延長されました。
　これらの措置により、消費税率引き上げ前より税
負担を抑えられるケースもあります。自動車購入の
際は、長期的な自動車税の減税効果や税負担軽減措
置の適用の有無・対象期間も含めて検討してみては
いかがでしょうか。　

自動車の税金

りゅうぎん総合研究所　上席研究員
上原　優奈

新車減税　取得税は廃止

　1日当たり観光客数に着目して沖縄とハワイを比
較してみましょう。一日当たり観光客数は、ある期間
の観光客数×滞在日数÷その期間の日数で求めます。
2018年のハワイ（暫定値）は、995万人×8.90
日÷365日より1日当たり観光客数は24万人とな
ります。沖縄は同年、984万人×3.64日÷365日
で9万8千人です。ハワイの一日当たり観光客数は、
滞在日数の大きな違いにより、沖縄の2倍以上にもな
ります。
　142万人の州人口に加えて、常時24万人の観光
客がいるハワイにおいて、その多さが住民の生活に少
なからぬ悪い影響を与えるようになっています。ハワ
イの観光に対する意識調査では、住民の観光に対する
評価が調査を重ねるごとに下がってきています。観光
客数の多さと関係が深い「交通渋滞」と「人の混雑」は、
評価を下げる大きな要因になっており、対応が急がれ
ています。
　ハワイ州観光局は、島ごとの一日当たり観光客数を
毎月発表しています。例えば2019年８月の1日当
たり観光客数は、ワイキキビーチを擁し観光客数が州
最大のオアフ島で12万6,973人でした。
　沖縄においても、将来にわたり観光客数あるいは滞
在日数の増加が見込まれており、1日当たり観光客数
を知る重要性は増していくと思われます。現在の沖縄
全体だけではなく、沖縄本島や八重山、宮古、久米島
などといった島ごとに観光客数を算出し、把握してい
きたいものです。

1日当たり観光客数

りゅうぎん総合研究所　専務
久高　豊

ハワイは沖縄の倍以上
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沖縄都市モノレール㈱は、ゆいレールの

浦添延長開業を記念して限定2,000枚の

記念乗車券を発売した。新たに開業した

駅は、石嶺駅、経塚駅、浦添前田駅、てだ

こ浦西駅の４駅。てだこ浦西駅周辺には、

パーク＆ライド駐車場（約1,000台）が整

備された。

オリオンビール㈱は、19年12月10日から、

オリオンプレミアムクラフト「75BEER」

を発売することを発表した。75BEERは、

名護十字路商店連合会とオリオン醸

造技術向上チームによる「75 -Bee r  

P RO JECT」において、「ビールの街 "名

護" にふさわしい本当に美味しいビール」

として開発された。

㈱星野リゾートは、「星のや沖縄」の開業

日を20年５月20日に決定した。読谷村

に開業し、星のやブランドでは８軒目と

なる。また同時に、同敷地内に圧倒的な

絶景とスケールを誇る海カフェ「星野リ

ゾート バンタカフェ」を開業する。

㈱東京商工リサーチ沖縄支店の18年度

沖縄県建設業完成工事高ランキング（年

間10億円以上の企業223社）によると、

完成工事高の総額は前年度比14.2％増

の5,450億円となった。ランキング入り

した企業のうち増収企業は151社で全体

の67.7％を占め、減収企業は72社だった。

イオン琉球㈱は、住友商事㈱と共同で検

討を進めてきた、浦添市てだこ浦西駅周

辺における商業施設の開発について合

意し、「（仮称）イオンスタイル浦西」の出

店および計画地を公表した。敷地面積は

約28,500㎡で、22年春の開業予定。

首里城公園管理センターによると、首里

城公園で火災が発生し、有料施設を含む

園内施設を臨時休園・休場することを発

表した。正殿が全焼、北殿、南殿に延焼す

るなど、主要７棟（施設面積計4,800㎡）

が焼けた。

財務省によると、10月１日から消費税

率が10％に引き上げられた。引き上げ

に伴う影響緩和策として、軽減税率制度

やプレミアム付商品券事業、キャッシュ

レス・消費者還元事業（20年６月末ま

で）、自動車税の税率引き下げおよび環

境性能割の臨時的軽減などがスタートし

た。

外務省によると、日米両政府はワシント

ンDCにて、日本国とアメリカ合衆国と

の間の貿易協定（日米貿易協定）に署名

した。農林水産品（コメは除外）に係る

日本側の関税については、TPP（環太平

洋連携協定）の範囲内に抑制された。  

㈱セブン＆アイ・ホールディングスは、同

社取締役会で事業構造改革について決議

した。イトーヨーカ堂の33店舗について

はグループ内外企業との連携や閉店を検

討し、そごう・西武については20年８

月に西武岡崎店、西武大津店、そごう西

神店、そごう徳島店、21年２月にそご

う川口店の閉鎖を実施予定。

観光庁の訪日外国人消費動向調査による

と、19年７-９月期の訪日外国人旅行消

費額は、１兆2,000億円（前年同期比

9.0％増）と推計された。また、訪日外

国人（一般客）１人当たり旅行支出は

16万5,000円（同5.2％増）となった。

財務省の19年度上半期分貿易統計（速

報）によると、輸出金額は38兆2,332億

円（前年同期比5.3％減）で２期連続減

少、輸入金額は39兆812億円（同2.6％

減）で５期ぶりの減少だった。差引額は

▲8,480億円となり、２期連続の赤字と

なった。

㈱東京商工リサーチによると、19年（１-９

月期）に倒産した小売業は918件（前年同

期比7.3％増）で、２年連続で増加した。原

因別では「販売不振」が749件（同9.6％増）

と全体の８割を占め、形態別では消滅型

の「破産」が816件（同7.2％増）と全体の約

９割を占めた。

沖　　縄 全国・海外

ECONOMIC DIARY 

【経済日誌　　　　　　　　　　】　

ECONOMIC DIARY 　　　　　　　　【経済日誌】

沖縄×日本全国・海外
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沖縄県内の主要経済指標   vo l .2沖縄県内の主要経済指標   vo l .1

沖縄県内の主要経済指標

40 41

注) 百貨店売上高は、2014年９月より調査先が一部変更となった。

注) 新車販売台数の出所は沖縄県自動車販売協会、中古自動車販売台数は沖縄県中古自動車販売協会。

注) ホテルは、2019年8月より調査先が25ホテルから28ホテルとなった。

注) 2012年5月より外国客の入域観光客数を掲載した。

注) 鉱工業生産指数の暦年値、前年比は原指数の増減率。　2019年4月より2015年＝100に改定された。

注) 消費者物価指数は、2016年7月より2015年＝100に改定された。

注) 失業率と有効求人倍率は、2018年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

注) 建設受注額は、2018年2月より調査先を19社から18社とした。
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沖縄県内の金融統計

沖縄県内の金融統計

42

注) 銀行券増減は、端数調整により一致しない場合がある。

注) 貸出金利は、暦年ベース。

注) 不渡発生率は、不渡実数（金額）÷手形交換高（金額）×100

注 ) 県内金融機関の預金残高は、19年 2月分より日本銀行（本店）ホームページ上で公表している県内預金合計に遡及改訂した。



CON T E N T S

経営トップに聞く
株式会社okicom
～ニューコンビネーションの力で、より大きなイノベーションを起こしたい～

代表取締役社長　
お

小 
ど

渡 　
かい

玠
　　常務取締役　

お

小 
ど

渡 　
しん

晋 
じ

治

新時代の教育研究を切り拓く
～沖縄をイメージングの拠点に～

沖縄科学技術大学院大学コミュニケーション・広報ディビジョン メディアセクション

（同大学のHP記事より許可を得て転載）

OCVBの取り組みについて
沖縄フィルムオフィス　

一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー

アジア便り 台湾
～「台湾ビジネス視察ツアー」開催～

レポーター：
さき

﨑 

やま

山　
ひろ  や  

寛弥（琉球銀行）
則和企業管理顧問有限公司へ赴任中

りゅうぎんビジネスクラブ
～「りゅうぎんビジネスクラブ」入会のご案内～

行政情報120
沖縄総合事務局経済産業部の最近の取組について

内閣府沖縄総合事務局経済産業部

県内大型プロジェクトの動向118

沖縄県の景気動向（2019年9月）
～観光関連の入域観光客数や消費関連の電気製品卸売販売額が前年を

　上回り、建設関連も概ね好調に推移し、県内景気は12カ月連続で拡大している～

学びバンク
・韓国人観光客減　～誘客へ知事ら今月訪韓～

  りゅうぎん総合研究所調査研究部長　武田　智夫（たけだ　ともお）

・サイクルツーリズム　～気軽さ魅力　観光に有効～

  りゅうぎん総合研究所研究員　及川　洋平（おいかわ　ようへい）

・自動車の税金　～新車減税　取得税は廃止～ 

  りゅうぎん総合研究所上席研究員　上原　優奈（うえはら　ゆうな）

・1日当たり観光客数　～ハワイは沖縄の2倍～

  りゅうぎん総合研究所専務取締役　久高　豊（くだか　ゆたか）

経営情報 キャッシュレス・消費者還元事業
～消費税率引上げ後の消費喚起とキャッシュレス推進対策としての事業～

　　　　　　　　　　 提供　太陽グラントソントン税理士法人

経済日誌 2019年10月
県内の主要経済指標
県内の金融統計

とくとく特典とくとく特典

ポイントサービス
ポイント数に応じてサービスいろいろ！

ポイントサービスとは！ ポイントサービスのお申
込みがまだの方は、店頭
のポイントサービス申込
み用紙にご記入のうえ、
窓口または郵便にてお申
込み下さい。シルバーコース 50point 以上 ゴールドコース100point以上 エクセレントコース200point 以上

※商品についての詳しいお問い合せは、りゅうぎん窓口かフリーコールまで。

フリー
コール

検 索琉球銀行　ポイントサービス

http：//www.ryugin.co.jp/

ATM時間外
手数料が
（当行ATM利用時のみ）

無料！ 当行本支店間の
振込手数料が
（キャッシュカード使用時のみ）

無料！ スーパー定期の
金利を上乗せ！
（※店頭表示金利＋0.05％）

特典1 特典2 特典3 

日頃お世話になっているお客様に対し、毎月のお取引内容をポイント化し、
その合計ポイントに応じて手数料割引または金利優遇等の特典が
受けられるサービスのことをいいます。

■平成29年
12月（No.578）　経営トップに聞く　オム・ファム株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社クロックワーク

■平成30年
１月（No.579）　経営トップに聞く　サイアスホーム株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社琉球テクノロジー
　　　　　　　特集　沖縄県経済2017年の回顧と2018年の展望

２月（No.580）　経営トップに聞く　北谷長老酒造工場株式会社

３月（No.581）　経営トップに聞く　株式会社沖縄浄管センター
　　　　　　　An Entrepreneur　BENITY合同会社
　　　　　　　特別寄稿　那覇空港ハブにおけるアジア諸国との
　　　　　　　　　　　　貿易動向（2017年）

４月（No.582）　経営トップに聞く　株式会社ナノシステムソリューションズ
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社アクティブホビープロダクツ

５月（No.583）　特集　2017年度の沖縄県経済の動向

６月（No.584）　経営トップに聞く　株式会社沖縄ヤマハ
　　　　　　　特別寄稿　沖縄県におけるインバウンド消費を取
　　　　　　　　　　　　り巻く動向について
　　　　　　　特集　沖縄県の主要経済指標

７月（No.585）　経営トップに聞く　株式会社琉球住樂
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社イメイド

８月（No.586）　経営トップに聞く　株式会社沖縄ソフトウェアセンター
　　　　　　　特集1 リーマンショック後の県内ホテル稼働状況
　　　　　　　特集2 沖縄県内における2018年プロ野球
　　　　　　　　　　春季キャンプの経済効果

９月（No.587）　経営トップに聞く　平安株式会社
　　　　　　　特別寄稿　インバウンド消費と沖縄貨物ハブよりの
　　　　　　　　　　　　輸出について
10月（No.588）　経営トップに聞く　株式会社日進商会
　　　　　　　An Entrepreneur　城紅型染工房

11月（No.589）　経営トップに聞く　有限会社アグロオーガジャパン
　　　　　　　An Entrepreneur　沖縄チエル株式会社

12月（No.590）　経営トップに聞く　沖縄ガス株式会社

■平成31年
１月（No.591）　経営トップに聞く　マエダ電気工事株式会社
　　　　　　　特集1 ハワイの観光と沖縄
　　　　　　　特集2 沖縄県経済2018年の回顧と2019年の展望

２月（No.592）　経営トップに聞く　福山グループ

３月（No.593）　経営トップに聞く　照屋電気工事株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　農業生産法人有限会社白川ファーム
　　　　　　　特集　沖縄県内宿泊施設の需給動向

４月（No.594）　経営トップに聞く　エイアンドダブリュ沖縄株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　ソーエイドー株式会社
　　　　　　　特集　欧・米・豪・露からの外国人観光客の誘致について

■令和元年
５月（No.595）　経営トップに聞く　有限会社インターリンク沖縄
　　　　　　　An Entrepreneur　そうざいの店　仲尾次
　　　　　　　特別寄稿　第2滑走路完成後の那覇空港について
　　　　　　　特集 2018年度の沖縄県経済の動向

６月（No.596）　経営トップに聞く　下地島エアポートマネジメント株式会社
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社オムニバスワンダーラボ
　　　　　　　講演録　沖縄県の未来を考えるシンポジウム

７月（No.597）　経営トップに聞く　株式会社はやて
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社蟹蔵
　　　　　　　特別寄稿　アジアにおけるコールドチェーンの発
　　　　　　　　　　　　達と沖縄
　　　　　　　特集1 沖縄県内のレンタカー業界の動向について
　　　　　　　特集2 沖縄県の主要経済指標

８月（No.598）　経営トップに聞く　株式会社ビザライ
　　　　　　　An Entrepreneur　株式会社アミューズメントドリーム

９月（No.599）　経営トップに聞く　沖縄特産販売株式会社

10月（No.600）　経営トップに聞く　株式会社ジャカコン西日本
　　　　　　　特集　沖縄県内における2019年プロ野球
　　　　　　　　　　春季キャンプの経済効果

特集レポートバックナンバー
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